
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
へ

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
野
田
に
息
づ
く
自
然
や
歴
史
、伝
統
や
文
化
は
多
く
の
人
た

ち
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、皆
さ
ん
と
と
も
に
自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
、
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
着
実
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
自
然
再
生
の
取
り
組
み
な
ど
を
発
展
さ
せ
、安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
現
総
合
計
画
が
平
成
　
年
度
で
終
了

27

す
る
こ
と
か
ら
、
9
月
に
次
期
総
合
計
画
の
策
定

に
向
け
て
、
公
募
委
員
も
含
め
た
総
合
計
画
審
議

会
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、　
月
に
は
６
つ

12

の
分
野
ご
と
に
、
全
員
公
募
の
メ
ン
バ
ー
　
人
に

154

よ
る
分
野
別
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
分
野
別
検
討
組
織
の
意
見
を
提
言
と

し
て
ま
と
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
区
別
懇

談
会
や
各
界
別
懇
談
会
の
開
催
な
ど
、
徹
底
し
た

市
民
参
加
に
よ
る
次
期
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た

作
業
を
本
格
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
は
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
、
二
つ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
一
つ
は
放
射
能
問
題
へ
の
対
応
で
す
。

国
の
基
準
で
は
、測
定
高
0
・
5
メ
ー
ト
ル
か
ら
1

メ
ー
ト
ル
で
毎
時
0
・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

23

上
を
除
染
の
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、野
田
市
で

は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
考
え
、
国
よ
り
厳
し
い

測
定
高
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
独
自
基
準
と
し
て
、

一
刻
も
早
く
除
染
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、生
物
多
様
性
の
保
全
と
回
復
を
目
指

す
取
り
組
み
で
す
。地
球
上
の
生
物
で
私
た
ち
が
知

っ
て
い
る
の
は
約
　
万
種
と
い
わ
れ
る
中
、現
在
、

175

１
年
で
約
４
万
種
が
絶
滅
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。放
射
能
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
将
来
の
影
響

を
心
配
す
る
の
と
同
時
に
、人
類
が
絶
滅
す
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
時
、子
ど
も
た
ち

の
未
来
の
た
め
に
、生
物
多
様
性
の
保
全
と
回
復
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
野
田
市
で
は
こ
れ
ま
で
の
江
川
地
区
の
ビ
オ
ト

ー
プ
化
や
環
境
保
全
型
農
業
推
進
の
取
り
組
み
な

ど
に
よ
り
、た
く
さ
ん
の
生
物
が
着
実
に
戻
っ
て
き

て
い
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
が
後
世
に
引
き
継
が
れ

る
よ
う
、自
然
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、今
年
、江

川
地
区
で
田
ん
ぼ
の
食
物
連
鎖
の
頂
点
に
立
つ
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
飼
育
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
市
民
と
の
協
働
を
大
切
に
し
な
が
ら
、こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
施
策
を
継
続
発
展
さ
せ
、安
全・

安
心
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
地
方
自
治
功
労
》

鈴
木
　
良
造
氏（
　
）野
田
市
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展

68

に
尽
力

入
山
　
武
雄
氏（
　
）公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
、民
主
的
で
能
率

87

的
な
人
事
行
政
の
推
進
に
尽
力

神
川
　
愛
彦
氏（
　
）公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
、民
主
的
で
能
率

82

的
な
人
事
行
政
の
推
進
に
尽
力

大
平
　
隆
司
氏（
　
）自
治
会
長
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

76

《
消
防
功
労
》

中
村
　
健
三
氏（
　
）野
田
市
消
防
司
令
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
尽
力

70

野
村
　
一
義
氏（
　
）野
田
市
消
防
団
副
団
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
防
災

68

に
尽
力

初
見
　
道
雄
氏（
　
）野
田
市
消
防
司
令
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
尽
力

68

西
野
　
和
行
氏（
　
）野
田
市
消
防
司
令
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
尽
力

66

《
郵
政
功
労
》

駒
井
　
利
氏（
　
）多
年
に
わ
た
り
郵
政
業
務
に
尽
力

65

《
統
計
功
労
》

八
木
　
繁
男
氏（
　
）統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の
発
展
に
尽
力

79

川
野
　
秀
子
氏（
　
）統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の
発
展
に
尽
力

64

東
口
　
昇
 
氏（
　
）統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の
発
展
に
尽
力

84

鈴
木
　
眞
佐
夫
氏（
　
）統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の
発
展
に
尽
力

76

大
坪
　
猛
氏（
　
）統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の
発
展
に
尽
力

76

栗
原
　
美
代
子
氏（
　
）統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の
発
展
に
尽
力

65

小
林
　
稔
氏（
　
）統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の
発
展
に
尽
力

80
市
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た

　
個
人
・
団
体
に
表
彰
状
と
感
謝
状

「
第
　
回
野
田
市
表
彰
式
」を
１
月
４
日
、文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。
地
方

40

自
治
や
消
防
な
ど
の
各
分
野
で
多
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
個
人
・
団
体

に
表
彰
状
を
、
ま
た
、
公
共
の
た
め
に
温
か
い
ご
寄
附
を
さ
れ
た
個
人
・

団
体
に
感
謝
状
を
、
そ
れ
ぞ
れ
お
贈
り
し
ま
す
。（
順
不
同
）

許
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野田市表彰

市
民
と
の
協
働
に
よ
り
安
全
・
安
心
で

　
　
　
    魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
野
田
市
長

　
　
　
　
根
　
本
　
　
崇



距

《
行
政
相
談
功
労
》

飯
田
　
松
枝
氏（
　
）行
政
相
談
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
の
推
進
に
尽
力

69

《
社
会
福
祉
功
労
》

龍
　
愛
子
氏（
　
）民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力

68

野
田
市
献
血
推
進
協
議
会
様
　
多
年
に
わ
た
り
献
血
運
動
の
推
進
に
尽
力

特
定
非
営
利
活
動
法
人
枝
の
会
様
　
多
年
に
わ
た
り
精
神
保
健
福
祉
事
業
の
推

進
に
尽
力

《
保
健
衛
生
功
労
》

山
﨑
　
健
二
氏（
　
）学
校
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

70

《
産
業
功
労
》

吉
澤
　
茂
氏（
　
）農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
農
地
行
政
の
推
進
等
に
尽
力

77

《
交
通
安
全
功
労
》

北
島
　
康
孝
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・

68

安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

宮
内
　
達
子
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・

68

安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

福
島
　
敏
子
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・

68

安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

根
本
　
和
男
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・

68

安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

藤
井
　
愛
子
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・

68

安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

清
水
　
房
江
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・

68

安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

《
ス
ポ
ー
ツ
功
労
》

寺
田
　
惣
一
郎
氏（
　
）野
田
市
体
育
協
会
理
事
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ

68

ー
ツ
の
振
興
に
尽
力

 《
感
謝
状
》

石
黒
　
和
弘
氏

野
田
市
建
設
業
会
様

音
頭
金
属
株
式
会
社
様

渡
邉
　
典
子
氏
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新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
３
月
　
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本

11

大
震
災
の
甚
大
な
被
害
と
と
も
に
、
福
島
第
一
原

発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
が
市
民
生
活
に
暗
い

影
を
落
と
し
、
除
染
作
業
や
そ
の
対
策
に
追
わ
れ

る
中
、
国
内
経
済
は
、
長
引
く
円
高
や
デ
フ
レ
に

よ
る
企
業
活
動
の
停
滞
や
減
収
減
益
に
伴
う
雇
用

情
勢
の
低
迷
を
は
じ
め
、
失
業
率
の
上
昇
が
懸
念

さ
れ
る
な
ど
、
日
本
経
済
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
野
田
市
に
お
い
て
は
、

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
に
対
応
す

る
た
め
、
い
ち
早
く
被
災
地
か
ら
の
避
難
者
を
受

入
れ
、
そ
の
生
活
支
援
や
就
労
相
談
等
を
行
う
と

と
も
に
、
放
射
能
の
除
染
問
題
で
は
、
市
独
自
の

基
準
を
設
定
し
た
中
で
市
民
生
活
の
安
全
安
心
を

最
優
先
す
る
た
め
、
臨
時
議
会
を
開
催
し
、「
特
別

措
置
法
」
の
全
面
施
行
を
待
た
ず
に
予
算
措
置
を

行
い
、
公
共
施
設
等
の
除
染
を
実
施
す
る
な
ど
、

早
急
な
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
昨
年
９
月
に
は
、
野
田
市
の
将

来
都
市
像
を
定
め
る
次
期
総
合
計
画
の
審
議
会
が

設
置
さ
れ
、
本
年
か
ら
本
格
的
な
策
定
作
業
に
向

け
て
市
民
等
か
ら
公
募
し
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
分

野
別
検
討
組
織
が
動
き
出
す
な
ど
、
平
成
　
年
度

28

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
次
期
総
合
計
画
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
野
田
市
の
将
来
を

見
据
え
た
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
も
と
よ
り
、
す
べ
て
の

市
民
の
皆
様
が
豊
か
さ
や
幸
せ
を
、
よ
り
実
感
で

き
る
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ら
に
市
当
局
と

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
変
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

野
田
市
の
未
来
を
確
信
で
き
る

　
　
　
　
  　
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
野
田
市
議
会
議
長

　
　
　
　
鈴
　
木
　
　
有



て
完
了
し
ま
し
た
。

◆
学
校
の
耐
震
化
　
毎
年
度
校
舎
１

棟
と
体
育
館
２
棟
の
計
３
棟
ず
つ
の

計
画
を
、さ
ら
に
前
倒
し
し
て
、　
年
27

度
を
目
標
に
耐
震
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
一
中
の
普
通
・
特
別
教
室
棟
工

事
は
９
月
　
日
に
完
了
し
、南
部
小
体

30

育
館
の
工
事
設
計
も
完
了
し
ま
し
た
。

　
現
在
、岩
木
小
の
普
通
教
室
棟
の
耐

震
診
断
と
工
事
設
計
、宮
崎
小
、北
部

小
、第
一
中
、東
部
中
の
４
校
の
体
育

館
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
は
来
年
度
で
全
て
完
了

し
、今
後
、岩
木
小
普
通
教
室
棟
と
南

部
小
体
育
館
の
工
事
を
進
め
、毎
年
度

校
舎
７
棟
と
体
育
館
３
棟
の
計
　
棟
10

ず
つ
実
施
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

◆
震
災
に
よ
る
避
難
者
の
状
況
　
市

民
課
特
設
窓
口
に
最
大
　
世
帯
　
人

120

290

の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
が
、　
月
　
日

11

18

現
在
　
世
帯
　
人
と
な
り
、
半
数
程

59

131

度
の
方
は
地
元
に
帰
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
義
援
金
　
期
間
が
来
年
３
月
　
日
31

ま
で
延
長
さ
れ
、
額
は
　
月
　
日
現

11

18

在
、
５
千
　
万
４
千
　
円
で
す
。

34

103

　
ま
た
、
千
葉
県
災
害
義
援
金
配
分

委
員
会
で
は
、
住
宅
の
一
部
損
壊
世

帯
に
も
義
援
金
の
配
分
を
決
定
し
、

　
月
　
日
ま
で
に
、
千
　
件
の
申
請

11

10

434

を
受
け
付
け
ま
し
た
。

　
災
害
見
舞
金
は
、　
月
　
日
か
ら

10

17

　
月
　
日
ま
で
市
役
所
と
い
ち
い
の

11

10

ホ
ー
ル
の
特
設
窓
口
で
、
来
年
３
月

　
日
ま
で
は
市
民
生
活
課
で
申
請
を

30受
け
付
け
、　
月
　
日
現
在
、
千
　

11

18

318

件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
　
新
た

に
９
組
織
が
設
立
さ
れ
、　
月
１
日

11

現
在
　
組
織
、
組
織
率
は
　
・
６
パ

149

42

ー
セ
ン
ト
で
す
。

◆
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
　
　11

月
１
日
現
在
、計
画
に
沿
っ
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
自
治
会
な
ど

鋸

　
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
野
田
市

の
対
応
を
、
９
月
議
会
で
報
告
し
た

以
降
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　
震
災
が
発
生
し
て
以
来
８
か
月
半

を
経
過
し
、
市
で
も
地
震
に
よ
る
直

接
的
な
被
害
と
福
島
第
一
原
発
の
事

故
に
伴
う
放
射
能
の
影
響
な
ど
に
さ

ま
ざ
ま
な
対
応
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
月
　
日
の
臨
時
議
会
で

11

11

も
除
染
対
策
に
必
要
な
予
算
な
ど
の

審
議
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

◆
中
央
小
学
校
体
育
館
の
屋
根
架
け

替
え
工
事
　
　
年
４
月
　
日
の
完
了

24

30

を
目
指
し
工
事
に
着
手
し
、
他
の
学

校
施
設
な
ど
の
復
旧
は
、
　
月
で
全

10

◆
今
夏
の
節
電
対
策
　
節
電
対
策
推

進
本
部
を
設
置
し
て
取
り
組
ん
だ
結

果
、市
役
所
本
庁
舎
、清
掃
工
場
、関
宿

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設
で
、ピ

ー
ク
時
　
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
の
目
標

15

を
大
き
く
上
回
り
、他
施
設
も
総
量
で

　
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
し
ま
し
た
。

20　
８
月
　
日
に
「
平
成
　
年
３
月
　

26

23

11

日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に

よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」い
わ
ゆ
る
特
措
法
が

議
員
立
法
に
よ
り
成
立
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
第
６
回
定
例
市
議
会
で
、
根
本
市
長
は
　

23

11

月
　
日
、
放
射
能
問
題
に
対
す
る
市
独
自
基
準
で
の
除

30
染
工
事
や
次
期
総
合
計
画
の
策
定
の
ほ
か
、
買
物
弱
者

対
策
、
自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
な
ど
皆
さ
ん
に

お
約
束
し
た
政
策
の
柱
の
進
捗
状
況
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。
本
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、　
月
　
日
に
閣
議

11

11

決
定
さ
れ
た
「
特
措
法
に
基
づ
く
基

本
方
針
」な
ど
に
よ
る
と
、追
加
被
ば

く
線
量
が
年
間
　
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

20

未
満
の
地
域
は
、
長
期
的
な
目
標
と

し
て
、
年
間
１
ミ
リ
以
下
を
目
指
す

と
し
、
除
染
対
象
地
域
は
年
間
１
ミ

リ
を
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

19

ル
ト
と
換
算
し
、
大
地
か
ら
の
放
射

線
量
毎
時
０
・
　
を
加
え
た
毎
時
０
・

04

　
以
上
の
場
所
と
し
て
い
ま
す
。

23　
市
で
は
、
毎
時
０
・
　
を
基
準
と

19

し
て
い
ま
し
た
が
、
線
量
計
の
数
値

は
大
地
か
ら
の
放
射
線
量
も
含
ま
れ

る
た
め
、
こ
の
数
値
を
加
え
た
毎
時

０
・
　
を
基
準
と
す
べ
き
数
値
と
し

23

ま
し
た
。

　
団
体
、
う
ち
個

41別
避
難
支
援
計
画

ま
で
整
備
し
た
団

体
が
　
団
体
で
す
。

36
　
計
画
の
大
切
さ・

必
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
、

組
織
率
向
上
を
図

り
た
い
考
え
で
す
。

野田市の将来を設計する総合計画は市民の皆さんの手野田市の将来を設計する総合計画は市民の皆さんの手でで

平
成
　
年
第
６
回
定
例
市
議
会
市
政
一
般
報
告

２３
  放
射
能
問
題
へ
の
対
応
状
況
や

　
   次次　　期期
総
合
計
画
策

 
総
合
計
画
策
定定
にに
向
け
た
取
り
組

向
け
た
取
り
組
みみ
なな
　
　
どど

報
告

 
報
告

震
災
へ
の
対
応
状
況

放
射
能
問
題
へ
の
対
応



　
特
措
法
は
、
除
染
の
具
体
的
な
手

続
、
費
用
負
担
な
ど
を
定
め
、
毎
時

０
・
　
以
上
の
地
域
を
含
む
市
町
村

23

区
域
を
原
則
と
し
て
汚
染
状
況
重
点

調
査
地
域
に
指
定
し
ま
す
。

　
野
田
市
で
は
、
福
田
と
南
部
地
区

の
一
部
に
毎
時
０
・
　
以
上
の
場
所

23

が
あ
る
た
め
、
市
全
体
か
一
部
が
汚

染
状
況
重
点
調
査
地
域
に
指
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
除
染
は
　
セ
ン
チ

50

か
ら
１
メ
ー
ト
ル
の
測
定
高
で
毎
時

０
・
　
以
上
の
場
所
で
市
町
村
が
行

23

い
、
費
用
は
国
が
負
担
し
ま
す
。

　
市
で
は
子
ど
も
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
を
早
急
に
確
保
す
る
た

め
、
地
表
面
よ
り
５
セ
ン
チ
で
毎
時

０
・
　
以
上
の
場
所
と
し
、こ
の
部
分

23
の
費
用
は
市
の
単
独
費
と
な
り
ま
す
。

　
特
措
法
の
全
面
施
行
は
、　
年
１

24

月
１
日
で
す
が
、
急
が
れ
る
対
策
で

あ
り
、
前
倒
し
実
施
を
し
て
も
国
が

費
用
を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

臨
時
議
会
で
対
策
費
の
補
正
予
算
の

議
決
を
い
た
だ
き
、
今
議
会
で
さ
ら

に
除
染
費
用
を
補
正
予
算
に
計
上
し
、

合
わ
せ
て
、
約
４
億
１
千
万
円
の
除

染
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
学
校
　
福
田
第
一
・
第
二
、二
ツ
塚

小
と
福
田
中
は
、一
部
で
立
入
制
限
し

て
い
ま
し
た
が
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
除
草
作
業

や
天
地
返
し
な
ど
で
線
量
が
低
減
し
、

夏
休
み
明
け
か
ら
解
除
し
ま
し
た
。

　
改
め
て
詳
細
な
測
定
を
実
施
し
、安

全
を
確
認
し
た
上
で
運
動
会
を
実
施

し
ま
し
た
が
、毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ

23

シ
ー
ベ
ル
ト
を
基
準
と
し
た
場
合
、３

漁

小
学
校
と
１
中
学
校
の
一
部
箇
所
が

超
え
る
た
め
、表
面
の
土
を
　
セ
ン
チ

10

す
き
取
り
、下
　
セ
ン
チ
と
入
れ
替
え

10

る
天
地
返
し
や
芝
生
の
 剥
 ぎ
取
り
を

は

行
い
、芝
生
は
、遮
水
シ
ー
ト
で
覆
い
、

　
セ
ン
チ
の
覆
土
を
し
て
仮
置
き
す

50る
な
ど
の
除
染
を
実
施
予
定
で
す
。

※
　
月
　
日
に
出
た
環
境
省
の
除
染
関
係

１２

１４

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、表
面
の
土
を
　
セ
ン

１０

チ
を
す
き
取
り
、下
　
セ
ン
チ
と
入
れ
替
え

２０

る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、同
日
以
降
に
開
始

す
る
除
染
は
、こ
の
基
準
で
実
施
し
ま
す
。

◆
通
学
路
　
９
月
　
日
か
ら
市
内
小

13

中
学
校
の
通
学
路
の
大
気
中
放
射
線

量
の
測
定
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
市
内
　
中
学
校
区
の
通
学
路
の
う

11

ち
、
多
く
の
児
童
生
徒
が
利
用
す
る

　
か
所
を
選
定
し
、
各
交
差
点
対
角

10２
か
所
ず
つ
全
　
か
所
測
定
し
た
結

215

果
、
福
田
、
南
部
中
学
校
区
の
一
部

で
、
側
溝
の
上
か
ら
高
さ
１
メ
ー
ト

ル
で
は
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

23

ル
ト
以
上
の
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

５
セ
ン
チ
で
は
一
部
存
在
し
ま
す
。

　
側
溝
の
汚
泥
や
 蓋
 に
放
射
性
物
質

ふ
た

が
付
着
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
、

側
溝
汚
泥
の
処
理
や
洗
浄
水
の
処
分

方
法
が
確
立
さ
れ
次
第
、予
備
費
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
保
育
所
な
ど
　
福
田
保
育
所
の
砂

場
２
か
所
と
す
べ
り
台
下
で
、児
童
を

近
づ
け
な
い
措
置
を
と
っ
て
い
ま
し

た
が
、９
月
　
日
に
砂
の
入
れ
替
え
と

18

す
べ
り
台
周
辺
の
天
地
返
し
を
実
施

し
、毎
時
０
・
　
か
ら
０
・
　
マ
イ
ク
ロ

08

15

シ
ー
ベ
ル
ト
ま
で
低
減
し
た
の
で
、　10

月
　
日
か
ら
利
用
を
再
開
し
ま
し
た
。

12
　
し
か
し
、毎
時
０
・
　
を
基
準
と
し

23

た
場
合
、
福
田
保
育
所
と
二
ツ
塚
学

童
の
一
部
箇
所
が
超
え
て
い
る
た
め
、

今
後
、
学
校
同
様
に
天
地
返
し
や
芝

生
の
剥
ぎ
取
り
を
実
施
予
定
で
す
。

◆
公
園
　
福
田
、
南
部
地
区
の
公
園

　
か
所
が
基
準
を
超
え
て
い
ま
す
が
、

32

（
６
面
に
つ
づ
く
）

各
施
設
の
測
定
状
況
と

今
後
の
除
染

自
治
会
要
望
の
測
定
を
拡
充
し

     測
定
器
の
貸
し
出
し
も
実
施

　
市
で
は
、
市
独
自
の
除
染
基
準

を
設
置
し
、学
校
や
保
育
所
、公
園

な
ど
の
除
染
工
事
に
取
り
組
ん
で

い
る
ほ
か
、自
治
会
の
要
望
に
基
づ

く
市
職
員
に
よ
る
測
定
や
測
定
器

の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
要
望
の
測
定
を
全
市
域
に

　
　
月
　
日
現
在
、
比
較
的
放
射

12

14

線
量
の
高
い
福
田
、南
部
地
区
の
３

つ
の
自
治
会
連
合
会
内
の
　
自
治

54

会
か
ら
の
申
請
を
受
け
、　
自
治
会
、

38

　
か
所
の
測
定
を
行
っ
た
結
果
、

520

　
自
治
会
の
　
か
所
で
除
染
基
準
を

31

170

超
え
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
側
溝

上
で
あ
る
た
め
、
側
溝
汚
泥
の
処
理

や
洗
浄
水
の
処
分
方
法
が
確
立
さ
れ

次
第
、予
備
費
で
対
応
す
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
　
月
　
日
か
ら
は
、
対
象

12

16

自
治
会
を
全
市
域
に
広
げ
、
要
望
に

基
づ
く
測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
民
へ
の
測
定
器
の
貸
し
出
し

　
　
月
６
日
か
ら
開
始
し
た
市
民
へ

12
の
測
定
器
の
貸
し
出
し
は
、
　
月
　

12

14

日
ま
で
に
　
件
の
申
し
込
み
が
あ
り

416

ま
し
た
。
貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に
電
話
か
直
接
環
境
保

全
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

除
染
工
事
で
放
射
線
量
が
減
少

　
　
月
　
日
現
在
、
福
田
公
民
館
芝

12

15

生
広
場
と
南
部
地
区
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、

福
田
保
育
所
、
二
ツ
塚
学
童
保
育
所

の
除
染
を
実
施
し
、
工
事
後
の
測
定

で
、い
ず
れ
も
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ

23

シ
ー
ベ
ル
ト
を
下
回
り
ま
し
た
。

給
食
食
材
な
ど
も
検
査

　
学
校（
幼
稚
園
、小
・
中
学
校
）と
保

育
所
の
給
食
は
、
主
要
な
食
材
を
調

理
前
に
測
定
す
る
と
と
も
に
、
調
理

後
も
給
食
１
食
分
を
ミ
キ
サ
ー
に
か

放射能対策

け
て
測
定
し
て
い
ま
す
。

　
調
理
前
の
食
材
は
、
　
月
７
日

12

に
保
育
所
で
５
品
、
８
日
に
学
校

で
２
品
測
定
を
行
い
、
ま
た
、
調

理
後
の
給
食
は
、
７
日
に
保
育
所

で
２
食
分
、
９
日
に
学
校
で
　
食
10

分
の
測
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
い

ず
れ
も
定
量
下
限
値
未
満
で
し
た
。

※
除
染
状
況
や
大
気
、給
食
、農
産
物

な
ど
の
測
定
結
果
は
、随
時
、市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
問
合
せ
】環
境
保
全
課
、学
校
は
教

育
総
務
課・学
校
教
育
課
、保
育
所

は
保
育
課
、公
園
は
み
ど
り
と
水
の

ま
ち
づ
く
り
課
、公
民
館
は
社
会
教

育
課
、ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
社
会
体
育

課
、学
童
保
育
所
は
児
童
家
庭
課



面
ੵ
が
広
大
で
、
୹
期
間
で
除
染
が

困
難
な
た
め
、線
量
の
高
い
公
Ԃ
か
子

ど
も
の
利
用
の
多
い
公
Ԃ
か
ら
ॱ
次

ண
手
し
、除
染
が
終
わ
る
ま
で
は
立
ち

入
ら
な
い
よ
う
؃
൘
を
設
置
し
ま
す
。

　
南
部
地
区
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
福
田

公
民
館
芝
生
広
場
は
、天
地
返
し
や
芝

生
の
剥
ぎ
取
り
を
実
施
予
定
で
す
。

　
福
田
野
球
場
の
外
野
芝
生
部
分

は
、
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

23

ル
ト
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
利
用
者

の
中
心
は
子
ど
も
で
は
な
く
、
除
染

を
行
う
と
芝
の
養
生
で
１
年
間
使
用

で
き
な
く
な
る
た
め
、
子
ど
も
の
立

ち
入
り
を
制
限
し
様
子
を
見
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、同
球
場
で
練
習
を
行
っ
て
い

る
福
田
中
の
野
球
部
に
は
、
校
庭
の

使
用
を
お
願
い
し
、バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、

防
球
ネ
ッ
ト
の
対
応
を
考
え
ま
す
。

◆
学
校
給
食
の
食
材
　
８
月
　
日
か

25

ら
、
市
場
に
流
通
し
な
い
地
元
農
家

や
学
校
で
育
て
た
野
菜
の
検
査
を
実

施
し
、　
月
か
ら
は
産
地
を
給
食
便

10

り
な
ど
で
公
表
し
、
安
全
安
心
な
学

校
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
放
射
能
に
関
連
す
る
研
修
　
教
育

委
員
会
で
　
月
１
日
に
医
師
会
、
歯

11

科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
と
共
催
で
学

校
保
健
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
野
菜
な
ど
　
県
が
　
月
　
日
現
在
、

11

18

　
品
目
の
検
査
を
行
い
、
生
茶
葉
と

11

荒
茶
は
出
荷
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
他
の
野
菜
や
穀
類
は
規
制
値
を

下
回
り
、
原
乳
は
、
県
内
の
ク
ー
ラ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
輪
番
で
実
施
し
、

暫
定
規
制
値
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
独
自
検
査
は
、
８
月
　
日
か

22

ら
実
施
し
、
　
月
　
日
現
在
、
　
品

11

18

18

目
、
　
検
体
の
検
査
を
行
い
、
い
ず

79

れ
も
暫
定
規
制
値
以
下
で
し
た
。

◆
農
地
の
土
壌
　
畑
地
　
か
所
の
最

21

高
値
は
　
ベ
ク
レ
ル
で
し
た
。野
菜
類

570

と
果
実
類
の
暫
定
規
制
値
が
　
ベ
ク

500

レ
ル
で
、
土
壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
農
産
物
に
移
行
す
る
割
合
は
小

さ
い
た
め
、
市
内
の
畑
地
で
栽
培
さ

れ
た
農
産
物
が
暫
定
規
制
値
を
超
過

◆
焼
却
灰
　
７
月
か
ら
毎
月
、
清
掃

工
場
、
関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と

第
二
清
掃
工
場
で
測
定
し
、　
月
ま

11

で
の
測
定
値
は
、
国
の
埋
立
基
準
値

で
あ
る
８
千
ベ
ク
レ
ル
以
下
で
す
。

　
あ
わ
せ
て
、　
月
に
煙
突
内
の
排
ガ

10

ス
中
の
測
定
を
行
い
、い
ず
れ
も
検
出

下
限
値
未
満
で
、
敷
地
境
界
な
ど
の

空
間
放
射
線
量
は
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク

23

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
下
回
り
ま
し
た
。

◆
除
染
の
実
施
に
伴
う
土
壌
な
ど
の

仮
置
場
　
除
染
で
発
生
し
た
土
壌
な

ど
の
仮
置
場
を
最
低
限
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
、
原
因
者
の
東
電
に
も
対

応
を
求
め
ま
す
が
、
当
面
の
措
置
と

し
て
市
有
地
の
利
用
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

◆
市
民
か
ら
の
測
定
に
対
す
る
要
望

　
　
月
　
日
か
ら
福
田
、
南
部
地
区

11

16

で
３
つ
の
自
治
会
連
合
会
を
対
象
に

優
先
的
に
実
施
し
、今
後
、市
内
全
域

に
拡
大
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

　
当
面
は
自
治
会
内
の
公
有
地
部
分

の
測
定
と
し
、　
月
　
日
現
在
、　
自

11

29

17

治
会
の
　
か
所
を
終
え
、
５
セ
ン
チ

243

で
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

23

以
上
の
地
点
が
　
自
治
会
で
　
か
所

15

74

あ
り
、高
い
数
値
が
出
た
地
点
は
ほ
と

ん
ど
が
側
溝
上
の
た
め
、除
染
は
通
学

路
と
同
様
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
へ
の
測
定
器
の
貸
し
出
し
は
、

福
田
、南
部
地
区
を
優
先
し
ま
す
が
、

　
月
６
日
か
ら
開
始
し
た
い
考
え
で
す
。

12　
９
月
　
日
に
公
募
委
員
３
人
を
含

30

む
　
人
の
委
員
で
第
１
回
総
合
計
画

20
審
議
会
を
開
催
し
、
策
定
作
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
さ
ら
な
る
市
民
参
加
を
進

め
る
た
め
、
審
議
会
で
検
討
分
野
を

決
定
い
た
だ
き
、
６
つ
の
分
野
別
検

禦

す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
水
田
７
か
所
の
最
高
値
は
　
ベ
ク

252

レ
ル
で
、
作
付
け
で
き
る
上
限
値
は

５
千
ベ
ク
レ
ル
の
た
め
、
今
後
も
制

限
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

◆
堆
肥
セ
ン
タ
ー
　
７
月
に
搬
入
さ

れ
た
剪
定
枝
な
ど
か
ら
２
千
　
ベ
ク

500

レ
ル
が
検
出
さ
れ
、
８
月
は
千
　
、
237

９
月
は
　
、
　
月
は
　
、
　
月
は
　

728

10

493

11

450

ベ
ク
レ
ル
と
、
肥
料
の
暫
定
許
容
量

　
ベ
ク
レ
ル
に
近
い
値
と
な
っ
て
い

400ま
す
。

次
期
総
合
計
画
策
定
に
向
け

  分
野
別
検
討
組
織
メ
ン
バ
ー 
に
　
人
を
決
定

154

　
市
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
ス

28

タ
ー
ト
す
る
次
期
総
合
計
画
の
策

定
に
向
け
、
６
つ
の
分
野
別
検
討

組
織
で
お
お
む
ね
各
　
人
ず
つ
、

20

計
　
人
の
メ
ン
バ
ー
を
　
月
１
日

120

11

か
ら
　
日
ま
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

30

予
定
を
大
幅
に
上
回
る
　
人
か
ら

154

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
分
野
別
検
討
組
織
は
、
次
期
総

合
計
画
に
幅
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
開
催
す
る
第
２
回
の
審
議
会
か

ら
加
わ
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】企
画
調
整
課

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
た
め
、応
募
者
全
員
に
メ
ン
バ

ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、第
１
回
の
会

議
を
　
月
　
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

12

25

　
今
後
は
、分
野
ご
と
に
月
２
回
程
度

の
会
議
を
開
催
し
、６
月
に
分
野
別
検

討
組
織
か
ら
の
提
言
と
し
て
意
見
を

取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
各
分
野
の
代
表
者
を
総
合

計
画
審
議
会
の
委
員
に
選
任
し
、２
月

人数分　　野
３８人自然環境と調和するうるおいのある都市
２１人生き生きと健やかに暮らせる都市
２４人豊かな心と個性を育む都市
１８人安全で利便性の高い快適な都市
２４人市民がふれあい協働する都市
２９人活力とにぎわいに満ちた都市
１５４人合　計

■分野別■分野別検検討組織の討組織の応募結果応募結果

測定器の貸し出しは環境保全課に予約を

総
合
計
画
の
策
定



さまざまな生物を育む「ふゆみず田んぼ」

セ
ン
ト
減
で
、現
時
点
で
年
間
運
行
委

託
料
を
試
算
す
る
と
、上
限
額
の
６
千

　
万
円
を
下
回
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

800　
震
災
の
影
響
な
ど
で
乗
車
人
数
が

想
定
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、市

報
な
ど
に
よ
る
広
報
に
努
め
、利
用
促

進
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
福
田
第
一
小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

　
２
か
年
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

９
月
　
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

20

◆
都
市
計
画
道
路
今
上
木
野
崎
線

　
　
月
　
日
、県
の「
千
葉
県
県
土
整

11

17

備
部
所
管
公
共
事
業
評
価
監
視
委
員

区
９
か
所
、約
６
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

耕
作
地
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
魚
道
設
置
の
効
果
で
、ぎ
ん
ぶ
な
、

モ
ツ
ゴ
、ど
じ
ょ
う
、メ
ダ
カ
な
ど
の

魚
類
の
ほ
か
、
と
ん
ぼ
の
幼
生
な
ど

の
生
息
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
深
水
管
理
な
ど
の
雑
草
抑
制
効
果

や
有
機
肥
料
使
用
に
よ
る
収
穫
量
変

化
、生
態
系
変
化
な
ど
を
継
続
的
に
調

査
し
、減
農
薬
、減
化
学
肥
料
の
取
組

の
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、「
自
然
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
」を
ア
ピ
ー
ル

し
、野
田
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
ブ
ラ
ン
ド
米
の
学
校
給
食
で
の
使

用
　
子
ど
も
た
ち
に
地
元
で
生
産
さ

れ
た
安
全
安
心
な
お
い
し
い
米
を
食

べ
て
も
ら
お
う
と
、
玄
米
黒
酢
農
法

で
栽
培
し
た
特
別
栽
培
米
を
　
月
　

10

24

日
か
ら
学
校
給
食
米
と
し
て
使
用
を

始
め
、
今
後
、
江
川
地
区
で
生
産
し

た
米
の
使
用
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
ま
め
バ
ス
　
利
用
者
数
は
、４
月
か

ら
　
月
ま
で
の
　
日
間
で
、延
べ
　
万

10

214

18

３
千
　
人
、１
便
平
均
　・０
人
で
す
。

821

13

　
１
便
平
均
を
昨
年
同
時
期
の
　・
２
12

人
と
比
較
す
る
と
、約
６
・
６
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
で
す
が
、
契
約
時
想
定
の

　
・
２
人
と
の
比
較
で
は
１
・
５
パ
ー

13

た
い
考
え
で
す
。

◆
市
域
全
域
を
対
象
と
し
た
移
動
販

売
事
業
　
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら
、

販
売
店
舗
開
設
を
優
先
し
、
来
年
度

早
い
時
期
の
事
業
開
始
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
二
工
場
跡
地
の
土
地
活
用
は
、
売

買
条
件
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い
、

今
後
、
地
権
者
と
の
交
渉
に
入
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
冬
期
湛
水
水
田
　
玄
米
黒
酢
米
の

生
産
地
区
で
あ
る
木
野
崎
、目
吹
、船

形
、関
宿
の
４
地
区
と
木
間
ケ
瀬
、二

川
、岡
田
、江
川
の
４
地
区
の
計
８
地

品
や
惣
菜
な
ど
の
販
売
店
舗
は
、農
産

物
直
売
所
運
営
組
合
を
中
心
に
運
営

を
お
願
い
す
る
考
え
で
し
た
が
、組
合

は
、ゆ
め
あ
ぐ
り
の
運
営
に
注
力
す
べ

き
時
期
で
、参
加
し
た
い
が
運
営
の
中

心
と
し
て
の
参
加
は
困
難
と
の
意
向

が
あ
る
た
め
、将
来
的
に
二
工
場
跡
地

の
運
営
主
体
に
想
定
し
て
い
た
第
三

セ
ク
タ
ー
の
野
田
業
務
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
を
中
心
事
業
者
と
す
る
こ
と

で
、農
産
物
直
売
所
運
営
組
合
、野
田

鮮
魚
組
合
、野
田
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
協
同
組
合
と
の
調
整
が
整
い
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
野
田
業
務
サ
ー
ビ

ス
と
３
つ
の
組
合
と
の
共
同
事
業
体

を
指
定
管
理
者
と
す
る
諸
手
続
を
進

め
、
野
田
業
務
サ
ー
ビ
ス
が
店
舗
運

討
組
織
を
各
分
野
　
人
、
合
計
　
人

20

120

の
メ
ン
バ
ー
全
員
を
公
募
に
よ
り
立

ち
上
げ
、よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
頂
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
審
議
会
で
、「
自
然
環
境
と
調
和
す

る
う
る
お
い
の
あ
る
都
市
」、「
生
き
生

き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
都
市
」、「
豊

か
な
心
と
個
性
を
育
む
都
市
」、「
安

全
で
利
便
性
の
高
い
快
適
な
都
市
」、

「
市
民
が
ふ
れ
あ
い
協
働
す
る
都
市
」、

「
活
力
と
に
ぎ
わ
い
に
満
ち
た
都
市
」

の
６
つ
の
検
討
分
野
を
決
定
い
た
だ

き
、　
月
１
日
か
ら
　
日
の
期
間
で
メ

11

30

ン
バ
ー
の
公
募
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
分
野
別
検
討
組
織
は
、　
月
下
旬

12

に
第
１
回
目
を
、
そ
の
後
月
２
回
程

度
の
会
議
を
重
ね
、
各
分
野
で
市
が

目
指
す
方
向
性
や
取
り
組
む
べ
き
方

策
な
ど
を
来
年
６
月
ご
ろ
に
提
言
を

取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
頂
い
た
提
言
は
、
地
区
別
懇
談
会

や
各
界
別
懇
談
会
で
の
検
討
の
基
礎

と
し
、
審
議
会
で
の
策
定
作
業
に
反

映
し
て
い
た
だ
く
考
え
で
す
。

　
続
い
て
、
市
長
選
挙
で
公
約
と
し

た
政
策
の
柱
に
沿
っ
て
９
月
議
会
以

降
の
状
況
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
中
心
市
街
地
周
辺
の
買
物
弱
者
対

策
　
緊
急
的
に
実
施
し
た
い
生
鮮
三

魚

（
８
面
に
つ
づ
く
）

向
け
た
作
業
を
進
め
た
い
考
え
で
す
。

　
防
犯
組
合
支
部
、
野
田
警
察
署
と

市
の
合
同
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
年

末
一
斉
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
　
月
　

12

17

日
か
ら
　
日
ま
で
の
間
に
支
部
単
位

23

で
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

営
の
た
め
の
管
理
全
般
を
行
い
、

農
産
物
直
売
所
運
営
組
合
な
ど

は
、
出
品
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
、
役
割
分
担
や
運
営
が
軌

道
に
乗
っ
た
時
点
で
新
た
な
任
意

団
体
設
立
を
目
指
す
こ
と
な
ど
を

内
容
と
す
る
覚
書
を
、
野
田
業
務

サ
ー
ビ
ス
と
３
組
合
の
間
で
締
結

予
定
で
、
市
と
し
て
も
年
度
内
開

設
に
向
け
、
追
加
議
案
か
臨
時
議

会
の
開
催
も
視
野
に
入
れ
て
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
貸
店
舗
の
確
保
は
、
テ

ナ
ン
ト
の
借
主
の
移
転
先
が
決
ま

っ
て
い
な
い
の
で
、
調
整
を
急
ぎ

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と

買
物
弱
者
対
策

新
市
建
設
計
画
の
確
実
な

実
現

持
続
可
能
な
農
業
施
策
の

確
立
と
食
の
安
全
の
確
保

会
」で
、事
業
化
は
妥
当
と
判
断
さ
れ
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
後
、事
業
認

可
手
続
に
入
る
予
定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
市
長
就
任
前
か
ら
の
要
望
事
項
の

県
事
業
に
よ
る
実
施
が
実
現
し
、さ
ら

に
主
要
地
方
道
松
戸
野
田
線
の
交
差

点
部
の
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
て
い
た
松
戸
野
田

線
の
移
管
は
、
　
年
度
当
初
移
管
に

24

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進



◆
東
新
田
地
区
の
区
画
整
理
事
業

新
た
に
８
区
画
の
保
留
地
処
分
の
条

件
が
整
い
、　
区
画
の
最
低
処
分
価

17

格
を
決
め
る
評
価
委
員
会
を
開
く
な

ど
の
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
残
事
業
の
う
ち
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
、補
償
物
件
を
除
き
本
年
度
完
了
予

定
で
、主
要
地
方
道
松
戸
野
田
線
の
東

新
田
区
域
の
歩
道
拡
幅
整
備
も
、県
に

よ
り
　
月
中
旬
に
完
了
し
て
い
ま
す
。

10

　
街
区
公
園
３
か
所
は
、
来
年
度
整

備
予
定
で
し
た
が
、
前
倒
し
で
整
備

す
る
た
め
の
補
助
金
を
今
議
会
の
補

正
予
算
に
提
案
し
、
来
年
度
に
残
る

１
か
所
の
整
備
を
行
い
、
全
て
の
公

共
施
設
整
備
が
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、

　
年
度
換
地
処
分
、　
年
度
中
に
組

25

26

合
解
散
予
定
で
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆
第
５
期
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護

保
険
事
業
計
画
　
８
月
　
日
に
老
人

19

福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画

推
進
等
委
員
会
に
諮
問
し
、
９
月
か

ら
　
月
に
地
区
別
説
明
会
を
開
催
し
、

10
　
人
か
ら
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

91　
今
後
、
素
案
を
取
り
ま
と
め
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
経
て
、

国
の
介
護
報
酬
改
定
案
な
ど
を
踏
ま

え
、
来
年
２
月
ご
ろ
に
答
申
を
頂
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鶴
寿
園
の

建
替
え
　
　
年
４
月
に
社
会
福
祉
法

20

人
野
田
み
ど
り
会
へ
無
償
譲
渡
し
た

際
、
６
年
以
内
を
条
件
と
し
ま
し
た

が
、現
在
、来
年
度
の
建
替
工
事
に
向

け
、諸
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
手
当
　
４
月
以
降
の
い
わ

ゆ
る「
つ
な
ぎ
法
」、　
月
か
ら
の
特
別

10

措
置
法
に
よ
り
目
ま
ぐ
る
し
く
要
件

や
手
当
月
額
が
変
更
さ
れ
る
中
、制
度

の
周
知
な
ど
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
最
終
的
な
必
要
額
が
見

込
め
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、今
議
会

に
補
正
予
算
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
は
、
児
童
手
当
法
改

正
を
基
本
に
法
制
上
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
や
、
来
年
６
月
分
か
ら
所
得

制
限
を
設
け
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、国
の
議
論
で
地
方
の
負
担
増

が
提
案
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
認
め
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
強
く
反
対
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
　
本
年

度
と
来
年
度
の
収
支
見
込
み
を
作
成

し
、本
年
度
は
３
億
６
千
　
万
円
の
プ

400

ラ
ス
で
、来
年
度
は
、今
後
の
保
険
給

付
費
の
増
加
な
ど
も
勘
案
し
、マ
イ
ナ

ス
４
億
６
千
　
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

200

　
来
年
度
は
、
本
年
度
の
剰
余
金
見

込
額
３
億
６
千
　
万
円
と
国
保
財
政

400

調
整
基
金
１
億
２
千
万
円
の
４
億
８

千
　
万
円
で
、
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
と

400
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
る
見
込
み
と

国
保
運
営
協
議
会
に
報
告
し
ま
し
た

が
、
今
後
の
数
値
の
変
化
に
よ
り
マ

イ
ナ
ス
に
転
じ
る
場
合
は
、
税
率
改

定
を
含
め
た
対
応
を
早
急
に
審
議
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

◆
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
、
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
学
校

と
サ
ポ
ー
タ
ー
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
事

前
か
ら
連
絡
を
密
に
し
、学
校
全
体
が

共
通
の
危
機
感
を
持
っ
て
積
極
的
な

生
徒
指
導
を
行
い
、学
校
の
落
ち
着
き

が
増
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、サ
ポ
ー
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、

昨
年
は
指
導
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た

生
徒
と
も
人
間
関
係
を
良
好
に
保
ち
、

学
校
の
穏
や
か
な
雰
囲
気
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

◆
学
校
給
食
運
営
委
員
会
　
　
月
　

10

15

日
に
第
１
回
目
を
開
催
し
、
賄
材
料

費
の
執
行
状
況
の
確
認
、
給
食
費
未

納
対
策
、
地
産
地
消
の
推
進
を
協
議

し
、さ
ら
に
、学
校
給
食
の
食
材
の
安

全
性
確
保
の
取
組
を
報
告
し
ま
し
た
。

工
事
に
着
手
予
定
で
、　
年
度
当
初

25

の
稼
働
開
始
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
新
清
掃
工
場
建
設
候
補
地
選
定
審

議
会
　
　
月
　
日
の
第
７
回
審
議
会

11

27

で
、一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画（
ご

み
編
）の
骨
子
案
が
ま
と
ま
り
、次
回

は
素
案
を
審
議
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
進
捗
状
況
は
事
務
局
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
案
よ
り
も
若
干
遅
れ
気
味
で
す
が
、

全
市
民
的
議
論
と
し
て
の
審
議
を
尽

く
し
て
い
た
だ
き
、早
期
に
結
論
を
得

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
有
限
会
社
柏
廃
材
処
理
セ
ン
タ
ー

付
近
で
の
排
ガ
ス
問
題
　
柏
廃
材
処

理
セ
ン
タ
ー
の
産
業
廃
棄
物
処
分
業

更
新
許
可
は
、９
月
　
日
の
期
限
切
れ

21

に
対
し
、８
月
　
日
に
申
請
書
が
提
出

22

さ
れ
、県
の
審
査
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
議
会
な
ど
か
ら
の

意
見
書
や
有
限
会
社
柏
廃
材
処
理
セ

ン
タ
ー
被
害
者
の
会
、
大
気
汚
染
か

ら
生
命
を
守
る
会
か
ら
多
く
の
反
対

署
名
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
査
が

さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
行
政
手
続
上
の
標
準
処
理
期
間
は

　
日
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、判
断
が

60さ
れ
る
ま
で
は
前
回
の
許
可
が
続
く

亨

◆
新
不
燃
物
処
理
施
設
　
今
年
度
に

入
り
、工
事
実
施
設
計
を
行
い
、　
月
10

　
日
の
工
事
概
要
説
明
会
で
地
元
の

16理
解
が
得
ら
れ
、　
月
　
日
か
ら
既
存

10

21

工
作
物
の
解
体
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、　
月
か
ら
土
工
事
・
基
礎

12

教
育
の
充
実
と
青
少
年
健

全
育
成
の
強
化

環
境
の
保
全

福
祉
・
医
療
の
充
実

た
め
、事
業
所
は
操
業
を
継
続
中
で
す
。

　
な
お
、
２
か
所
目
の
大
気
測
定
局

は
、
測
定
機
器
の
発
注
が
済
み
、
年

度
内
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ
の
舞
う
関
東
自

治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
　
月
　
日
、内

10

31

閣
総
理
大
臣
、国
土
交
通
大
臣
な
ど
に

「
関
東
地
域
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
に
よ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト

キ
の
舞
う
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
」の
来
年
度
か
ら
の
事
業
化
に

関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
野
田
総
理
は
、
９
月
に
参
議
院
本

会
議
で
「
我
が
国
は
生
物
多
様
性
国

審議会は２週間に１回程度開催

自
然
と
共
生
す
る

地
域
づ
く
り

都
市
基
盤
・
生
活
関
連
施

設
の
整
備



◆社会福祉施設整備基金指定寄附
金…葛２００万円＝音頭金属株式会社
代表取締役社長音頭則靖様（蕃昌）
葛１３万２,２３４円＝りんどう歌謡学園様
◆地震災害対策費指定寄附金…葛
６１万１,７１５円＝野田市文化団体協議
会様
◆公民館施設整備費指定寄附金…
葛４０万６,３４０円＝フラスタジオカレイ
アロハ主宰髙野カツ子様（桜の里三
丁目）
◆郷土博物館の資料として…葛宮松
影水作の駒、色紙、掛け軸、扇子及び
写真など８６点（２２３万円相当）＝渡邉
典子様（東京都目黒区）

寄　附

審
議
会
設
置
な
ど
の
規
定
改
正
に
伴

い
、関
係
条
例
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

◆
総
合
公
園
施
設
改
修
　
天
井
材
の

調
査
で
、
全
体
を
改
修
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
や
大
体
育
室
と
小
体
育
室

に
雨
漏
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
年
度
予
定
の
天
井
材
剥
離
箇
所
の

部
分
補
修
工
事
に
代
え
て
、
小
体
育

室
な
ど
の
雨
漏
り
改
修
工
事
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
文
化
会
館
改
修
工
事
　
現
在
、
女

性
用
ト
イ
レ
の
増
設
と
多
目
的
ト
イ

レ
の
設
置
工
事
を
行
い
、来
年
度
は
、

客
席
の
改
修
工
事
を
予
定
し
、
車
椅

子
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
磁
気
ル
ー
プ

の
設
置
な
ど
障
が
い
者
へ
の
配
慮
を

盛
り
込
ん
だ
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
中
央
公
民
館
の
空
調
設
備
更
新
工

事
　
利
用
者
の
安
全
確
保
を
最
優
先

に
、　
月
１
日
か
ら
３
月
　
日
ま
で

12

10

中
央
公
民
館
と
総
合
福
祉
会
館
の
一

部
を
除
き
休
館
と
し
て
い
ま
す
。

１
日
に
景
観
行
政

団
体
に
な
る
予
定

で
、今
後
、総
合
計

画
の
審
議
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
、景
観

計
画
策
定
と
景
観

条
例
制
定
に
向
け

作
業
を
進
め
ま
す
。

◆
あ
お
い
空
の
不

正
経
理
問
題
　
９

◆
旧
公
営
住
宅
の
道
路
寄
附
に
係
る

物
件
撤
去
工
事
　
柳
沢
畔
ケ
谷
団
地

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
再
築
す
る

工
事
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
今
後
道
路
寄

附
の
手
続
を
進
め
、
上
花
輪
香
取
前

団
地
は
、調
査
の
結
果
、改
め
て
測
量

し
、擁
壁
設
置
な
ど
の
追
加
工
事
が
必

要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
関
係
補
正

予
算
を
今
議
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

◆
野
田
業
務
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
へ

の
職
員
派
遣
　
管
理
部
長
が
本
年
度

末
で
退
職
と
な
り
、適
当
な
人
材
が
確

保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、安
全
、安
心

な
学
校
給
食
の
確
保
の
た
め
、当
面
、

市
職
員
を
派
遣
す
る
関
係
条
例
案
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
当
該
派
遣
に
よ

り
、
同
社
が
新
た
に
取
り
組
む
買
物

弱
者
関
係
の
事
業
も
、
市
と
の
緊
密

な
連
携
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

◆
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

モ
デ
ル
事
業
　
７
か
月
が
経
過
し
、

　
人
が
相
談
に
訪
れ
、
う
ち
　
人
を

153

20

継
続
支
援
対
象
者
と
し
て
、
支
援
計

画
を
策
定
し
、
支
援
に
当
た
っ
た
結

果
、４
人
の
就
労
が
実
現
し
ま
し
た
。

◆
法
務
局
証
明
書
交
付
窓
口
　
千
葉

地
方
法
務
局
野
田
出
張
所
が
　
月
７

11

日
か
ら
柏
支
局
に
統
合
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、登
記
事
項
証
明
書
な
ど
が
取

得
で
き
る
法
務
局
証
明
書
交
付
窓
口

が
市
民
課
の
隣
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

◆
景
観
行
政
団
体
へ
の
移
行
　
　
月
12

で
、野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
の
江
川

地
区
の
取
組
が
、全
国
か
ら
５
団
体
に

贈
ら
れ
る
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

◆
指
定
管
理
者
制
度
　
本
年
度
末
で

期
間
満
了
と
な
る
あ
た
ご
保
育
所
な

ど
　
施
設
は
、
公
募
か
随
意
で
候
補

13
者
を
選
定
し
、
今
議
会
に
指
定
議
案

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
　
年
度
に
導
入
す
る
北
部

25

保
育
所
は
、
現
在
、
公
募
手
続
を
進

め
、
来
年
３
月
議
会
に
指
定
議
案
を

提
案
し
た
い
考
え
で
す
。

◆
集
中
改
革
プ
ラ
ン
　
　
年
度
ま
で

24

試
行
的
実
施
の「
複
数
の
審
議
会
へ
の

公
募
委
員
の
導
入
」は
、来
年
度
に
本

格
実
施
す
べ
き
と
考
え
、各
審
議
会
に

原
則
１
人
の
公
募
委
員
を
加
え
た
く
、

３
月
議
会
に
関
係
条
例
案
を
提
案
す

る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
業
務
委
託
契
約
に
お
け
る
低
入
札

価
格
調
査
制
度
の
導
入
　
現
在
、
１

千
万
円
以
上
の
工
事
が
対
象
で
す
が
、

業
務
委
託
も
低
入
札
価
格
の
例
が
み

ら
れ
る
た
め
、来
年
度
か
ら
予
定
価
格

が
　
万
円
以
上
の
全
て
の
業
務
委
託

500
契
約
を
対
象
に
加
え
た
い
考
え
で
す
。

家
戦
略
を
見
直
し
、
ト
キ
や
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
舞
う
人
と
自
然
の
共
生
す
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
」
と
答

弁
し
て
い
ま
す
。

　
要
望
書
で
は
、
答
弁
も
踏
ま
え
て

Ｃ
Ｏ
Ｐ
　
の
成
果
に
、
我
が
国
が
責

10

任
を
持
っ
て
取
り
組
む
立
場
か
ら
、関

東
地
域
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
に
よ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ
が

舞
う
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
を
国
土
交
通
省
の
シ
ン
ボ
ル
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
２
０
２
０

年
ま
で
の
　
年
間
の
継
続
事
業
で
、冬

10

期
湛
水
水
田
と
ビ
オ
ト
ー
プ
水
田
、魚

道
の
装
置
や
環
境
保
全
型
農
法
な
ど

各
地
で
広
げ
る
た
め
の
補
助
・
交
付
金

制
度
の
充
実
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

◆
野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
　
第
２

回
「
生
物
多
様
性
日
本
ア
ワ
ー
ド
」 参加２９市町村を代表して要望書を提出

享

諸
般
の
報
告

行
政
改
革
の
徹
底

月
議
会
で
報
告
し
た
以
外
に
不
正
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
、市
と
し
て
は
、

文
書
で
業
務
改
善
を
指
示
し
、
監
査

委
員
の
監
査
を
実
施
予
定
で
す
。

◆
飛
地
の
解
消
　
中
根
第
９
自
治
会

内
に
宮
崎
新
田
の
飛
地
が
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、大
字
中
根
新
田
に
変
更
す

る
こ
と
を
提
案
し
、地
権
者
、居
住
者

の
方
の
理
解
を
い
た
だ
け
た
こ
と
か

ら
、　
年
１
月
を
目
途
に
字
変
更
を
実

25
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
水
道
事
業
長
期
計
画
　
水
道
事
業

運
営
審
議
会
で
素
案
を
承
認
い
た
だ

き
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
で

意
見
を
頂
き
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
期
計
画
を
踏
ま
え
、
　24

か
ら
　
年
度
ま
で
の
財
政
計
画
を
諮

26

問
し
、
答
申
を
頂
き
ま
し
た
。

◆
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
条

例
の
制
定
　
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
８

月
　
日
か
ら
施
行
さ
れ
、地
方
ス
ポ
ー

24
ツ
推
進
計
画
策
定
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進



 
サ
ク
ラ
と
ツ
ツ
ジ

　
３
月
下
旬
か
ら
４
月

上
旬
に
か
け
て
清
水
公

特
集

～
野
田
の“
は
な
”を
さ
が
す
～

上
の
キ
リ
シ
マ
や
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

を
は
じ
め
、
こ
こ
で
し
か
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
珍
種
を
含
め
　
品
100

種
、
２
万
株
が
咲
き
競
い
ま
す
。

　
特
に
つ
つ
じ
園
展
望
台
か
ら
の

眺
め
は
お
す
す
め
で
す
。

※
ツ
ツ
ジ
は
、
市
制
施
行
　
周
年
を

３５

記
念
し
て
公
募
に
よ
り
「
市
の
花
」

に
選
定
さ
れ
ま
し
た

《
交
通
機
関
》
ま
め
バ
ス
・
北
ル

ー
ト（
清
水
経
由
）「
野
田
貝
塚
」下

車
。
東
武
野
田
線「
清
水
公
園
駅
」

下
車
。

 
堤
防
に
群
生
す
る
カ
ラ
シ
ナ

　
カ
ラ
シ
ナ（
３
）は
ア
ブ
ラ
ナ
科

の
越
年
草
で
、
菜
の
花
に
似
た
黄

色
い
花
を
付
け
、
背
丈
が
１
メ
ー

ト
ル
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
４
月
に
な
る
と
、
利
根
川
や
江

が
咲
き
誇
り
、
夜
に
は
部
分
的
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
同
園
は
、
平
成
２
年
に
「
日
本
さ

く
ら
名
所
　
選
」
に
も
選
ば
れ
て
お

100

り
、
沿
道
の
“
桜
の
ト
ン
ネ
ル
”
や

　
野
田
市
は
三
方
を
河
川
に
囲
ま
れ
た
、水
と
緑
が
豊
か

な
街
で
す
。市
内
で
は
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
を
彩

る
花
や
葉
が
美
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
本
号
で

は
、
四
季
を
代
表
す
る
植
物
を
中
心
に
、
周
辺
の
見
ど
こ

ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

 聚
 
し
ゅ
う

 楽
  館
 前
の
し
だ
れ

ら
く
 か
ん

桜
な
ど
の
見
ど
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、同
園
で
は
、

４
月
下
旬
か
ら
５
月

上
旬
に
「
つ
つ
じ
ま

つ
り
」が
開
催
さ
れ
、

 野
  点
 ・
邦
楽
演
奏
会

の
 
だ
て

も
催
さ
れ
ま
す
。

　
ツ
ツ
ジ（
２
）は
サ

ク
ラ
と
と
も
に
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
て

お
り
、
樹
齢
　
年
以

300

春園で「さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
約
２
千
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ（
①
）

京

虚虚満開のサクラを楽しむ家族連れなどでにぎわう清水公満開のサクラを楽しむ家族連れなどでにぎわう清水公園園

許許樹高３メートルを超えるツツジ樹高３メートルを超えるツツジもも

３３自然に触れながら春のサイクリン自然に触れながら春のサイクリンググ



供

戸
川
、
利
根
運
河
の
堤
防
や
河
川

敷
な
ど
に
カ
ラ
シ
ナ
の
色
鮮
や
か

な
群
生
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
堤
防
の
上
に
は
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
黄
色
に
染
ま
る
堤
防
を

眺
め
な
が
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

園
の
中
に
あ
る
千
　
平
方
メ
ー
ト
ル

362

の
水
生
植
物
園
で
、
約
　
種
１
万
株

50

以
上
の
シ
ョ
ウ
ブ
の
花
（
６
）
が
見

ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

　
紫
や
白
な
ど
の
花
を
咲
か
せ
た
シ

ョ
ウ
ブ
は
、
家
族
連
れ
や
写
真
家
な

ど
、
多
く
の
来
園
者
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

　
水
生
植
物
園
は
、
野
田
市
総
合
公

園
敷
地
内
の
低
湿
地
を
市
民
の
皆
さ

ん
の
散
策
や
憩
い
の
場
と
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
こ
う
と
昭
和
　
（
１
９

63

８
８
）
年
に
開
園
し
ま
し
た
。

　
園
内
に
は
、噴
水
や
あ
ず
ま
や
、観

察
広
場
が
、周
辺
に
は
、
コ
ブ
シ
、
サ

ク
ラ
、ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
樹
木
の
ほ

か
、園
路
な
ど
も
あ
り
、初
夏
の
散
策

 
野
馬
除
土
手
と
ア
ジ
サ
イ

　
６
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か

け
て
、
市
役
所
か
ら
野
田
警
察
署

付
近
に
か
け
て
の
日
光
街
道
沿
い

に
約
１
メ
ー
ト
ル
置
き
に
植
え
ら

れ
た
約
　
株
の
ア
ジ
サ
イ
（
７
）

220

が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

　
ア
ジ
サ
イ
は
、
平
成
８
年
に
旧

野
田
市
の
人
口
が
　
万
人
を
突
破

12

し
た
記
念
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
、

赤
紫
や
青
、
白
の
花
が
、
梅
雨
の

季
節
の
道
路
沿
い
の
雰
囲
気
を
華

や
か
に
彩
り
ま
す
。

　
ま
た
、市
役
所
前
で
は
、江
戸
時

代
の
初
期
、野
馬
か
ら
田
や
畑
を
守

る
た
め
に
築
か
れ
た「
 野
  馬
  除
  土
  手
 」

の
 
ま
 
よ
け
 
ど
 
て

の
跡
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

《
交
通
機
関
》
ま
め
バ
ス・中・南
・

新
南
ル
ー
ト「
中
央
の
杜
」下
車
。

を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

《
交
通
機
関
》

ま
め
バ
ス
・
北

ル
ー
ト
（
清
水

経
由
）「
総
合
公

園
」
下
車
。
東

武
野
田
線
「
清

水
公
園
」下
車
。

夏
 
水
生
植
物
園
の
菖
蒲

　
6
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
は
、
野
田
市
総
合
公

　
園
内
に
は
、
明
治
　
（
１
９
０
７
）

40

年
に
江
戸
川
に
架
け
ら
れ
た
総
武
鉄

道
の
鉄
橋
や
河
川
改
修
に
使
用
さ
れ

た
大
型
掘
削
機
の
バ
ケ
ッ
ト
な
ど
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
立
関
宿
城
博
物
館
（
５
）

は
、「
河
川
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
産

 
 関
東
最
大
級
の
コ
ブ
シ

　
３
月
下
旬
か
ら
４
月
初
旬
に
か

け
て
、
中
之
島
公
園
で
高
さ
約
　11

メ
ー
ト
ル
、
樹
径
約
３
・
５
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
関
東
最
大
級
の
コ
ブ

シ
の
木
（
４
）
が
、
真
っ
白
な
大

き
な
花
を
咲
か
せ
、
憩
い
を
求
め

て
訪
れ
る
人
た
ち
を
出
迎
え
ま
す
。

　
県
立
関
宿
城
博
物
館
の
入
口
付

近
か
ら
江
戸
川
高
水
路
上
の
歩
道

橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
が
中
之
島
公

園
で
す
。

業
」
を
展
示
テ
ー
マ
と
し

て
、河
川
の
改
修
や
水
運
、

流
域
の
生
活
や
産
業
な
ど
、

河
川
の
歴
史
と
近
世
の
関

宿
藩
な
ど
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
同
館
を
含
め
た
周
辺
の

景
色
は
「
ち
ば
の
眺
望
　100

景
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

《
交
通
機
関
》
ま
め
バ
ス・

関
宿
城
ル
ー
ト
、朝
日
バ
ス

「
関
宿
城
博
物
館
」下
車
。

４４樹齢１００年近いとも樹齢１００年近いともいいわれるコブシわれるコブシ

５５サクラとカラシナが競演する春の関宿城博物サクラとカラシナが競演する春の関宿城博物館館

６６体育館の北西に位置する水生植物体育館の北西に位置する水生植物園園

７７日光街道を彩るアジサ日光街道を彩るアジサイイ



侠

 
太
古
の
ハ
ス

　
６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か

け
て
、
関
宿
総
合
公
園
内
の
夕
日

ケ
池
で
は
、
約
　
株
の
 大
  賀
 ハ
ス

お
お
 
が

30

（
８
）
が
薄
紅
色
の
大
輪
を
次
々

と
咲
か
せ
ま
す
。

　
大
賀
ハ
ス
は
昭
和
　
（
１
９
５

26

１
）
年
に
植
物
学
者
・
大
賀
一
郎

博
士
が
発
掘
し
た
弥
生
時
代
の
ハ

ス
の
種
子
が
発
芽
し
た
も
の
で
、

同
　
（
１
９
５
４
）
年
に
県
の
天

29
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
ハ
ス
の
花
を
最
も
美
し
く

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
早
朝
か

ら
午
前
９
時
ご
ろ
ま
で
で
、
そ
の

後
は
閉
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

《
交
通
機
関
》
ま

め
バ
ス
・
新
北
ル

ー
ト
「
関
宿
総
合

公
園
」
下
車
。
朝

日
バ
ス
「
東
宝
珠

花
」
下
車
。

 
ヤ
マ
ユ
リ
の
大
輪

　
７
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
市
役
所

周
辺
の
「
中
央
の

杜
」（
約
４
・
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
で
は

多
く
の
ヤ
マ
ユ
リ

う
と
一
生
懸
命
咲
い
て
い
ま
す
。温
か

く
見
守
っ
て
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

《
交
通
機
関
》
ま
め
バ
ス
・
中
・

南
・
新
南
ル
ー
ト
「
中
央
の
杜
」

下
車
。

 
ヒ
マ
ワ
リ
の
里

　
７
月
に
は
、
関
宿
台
町
の
田
ん

ぼ
で「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」が
野
田

市
関
宿
台
町
互
助
転
作
組
合
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
約
９
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
百
数
十
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ

（
京
）が
咲
き
誇
り
、一
面
に
広
が

る
ヒ
マ
ワ
リ
畑
の
鮮
や
か
な
色
は
、

多
く
の
見
物
客
を
魅
了
し
ま
す
。

※
ま
つ
り
の
期
間
中
は
ヒ
マ
ワ
リ
を

持
ち
帰
る
こ
と
も
で
き
ま
す

《
交
通
機
関
》
ま
め
バ
ス
・
関
宿

城
ル
ー
ト
、
朝
日
バ
ス
「
西
町
」

下
車
。

（
９
）
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
大
輪
を

咲
せ
ま
す
。
新
緑
の
木
立
か
ら
差
し

込
む
夏
の
木
漏
れ
日
に
、
映
え
る
白

い
花
の
周
囲
に
は

濃
厚
な
甘
い
香
り

が
漂
い
ま
す
。

　「
中
央
の
杜
」

は
、キ
ン
ラ
ン
、ギ

ン
ラ
ン
な
ど
町
中

で
は
珍
し
い
植
物

が
多
数
生
息
す
る

貴
重
な
林
で
す
。

　
遊
歩
道
や
柵
な

ど
を
整
備
し
て
い

ま
す
の
で
、
自
由

に
散
策
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
花
た
ち
は
多
く
の

人
の
心
を
和
ま
せ
よ

８８古代のロマンを秘めた「大賀ハス古代のロマンを秘めた「大賀ハス」」

９９花の直径は２０センチメートルほど花の直径は２０センチメートルほどにに

京京百数十万本百数十万本のの““小さな太陽小さな太陽””がお出迎えがお出迎え



僑

チ
ョ
ウ
（
供
）
が
迫
力
の
あ
る
黄

葉
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
落
葉
し

た
葉
は
、
ま
る
で
 絨
 
じ
ゅ
う

 毯
 を
敷
き
詰

た
ん

め
た
か
の
よ
う
に
地
面
を
黄
一
色

に
染
め
ま
す
。

　
同
公
園
は
醬
油
醸
造
を
代
々
家

業
と
し
た
茂
木
佐
平
治
家
の
所
有

地
を
大
正
　（
１
９
２
６
）年
か
ら

15

一
般
公
開
し
た
も
の
で
、
現
在
は

野
田
児
童
遊
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
園
の
隣
に
は
、
県
内

初
の
国
登
録
記
念
物
に
選
ば
れ
た

庭
園
が
あ
る
市
民
会
館
（
旧

茂
木
佐
平
治
邸
・
母
屋
と
茶

室
は
国
の
登
録
文
化
財
指
定
）

や
県
内
で
最
初
の
登
録
博
物

館
と
し
て
開
館
し
た
郷
土
博

物
館
が
あ
り
ま
す
。

　
周
辺
に
は
興
風
会
館
や
稲

荷
蔵
な
ど
 「醸
造
の
街・野
田
」

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
建
築
物
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
交
通
機
関
》ま
め
バ
ス・中・

南
・
新
南（
花
井
経
由
）ル
ー

ト
・
茨
急
バ
ス「
仲
町
」下
車
。

 
清
水
公
園
の
紅
葉

　
　
月
下
旬
か
ら
　
月
上
旬

11

12

秋
 
黄
金
色
の
大
銀
杏

　
　
月
に
な
る
と
、

11
茂
木
佐
公
園
の
大
イ

に
か
け
て
、
市
域
の
い
た

る
所
で
紅
葉
が
は
じ
ま
り

ま
す
。

　
中
で
も
清
水
公
園
で
は
、

大
き
な
古
木
を
含
め
て
約

　
本
の
モ
ミ
ジ
（
侠
）
が

800一
斉
に
色
づ
き
、
美
し
い

紅
葉
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　
こ
の
時
期
、
園
内
に
は

日
の
光
に
照
ら
さ
れ
た
美

し
い
紅
葉
を
カ
メ
ラ
に
収

め
よ
う
と
多
く
の
写
真
愛

好
家
も
集
ま
り
ま
す
。

《
交
通
機
関
》
ま
め
バ
ス
・

北
ル
ー
ト（
清
水
経
由
）

「
野
田
貝
塚
」下
車
。東
武
野

田
線「
清
水
公
園
駅
」下
車
。

 
文
化
祭
の
菊
花
展

　
　
月
３
日
の
文
化
の
日
を
中
心
に

11
開
催
す
る
「
野
田
市
文
化
祭
」
の
菊

花
展
に
は
、
半
球
型
に
咲
く
も
の
、

花
弁
が
管
状
に
な
っ
て
咲
く
も
の
な

念
自
然
公
園
」
で
紅
白
あ
わ
せ
て
　50

本
以
上
の
ウ
メ
の
花
（
兇
）
が
ほ
こ

ろ
び
始
め
ま
す
。
同
園
は
、
大
学
創

立
　
周
年
を
記
念
し
て
、
昭
和
　
年

100

55

に
開
園
し
ま
し
た
。
ハ
ク
チ
ョ
ウ
や

カ
モ
が
集
う
池
や
散
策
路
な
ど
も
あ

り
、
四
季
折
々
の
自
然
を
楽
し
む
人

冬 ど
、
出
品
者
が
手
塩
に
か
け
て
育
て

上
げ
た
見
事
な
キ
ク
（
僑
）
約
　
点
100

が
、
市
役
所
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
や
正
面
の
駐
輪
場
に
出
揃
い
ま
す
。

《
交
通
機
関
》
ま
め
バ
ス・北・新
北・

中・南・新
南
ル
ー
ト「
市
役
所
」下
車
。

た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

《
交
通
機
関
》
ま
め
バ
ス
・
南
ル

ー
ト
「
白
鳥
の
池
入
口
」
下
車
。

夜
空
に
咲
く
千
　
発
の
大
輪

５００

　
例
年
８
月
、
関
宿
ふ
れ
あ
い
広

場（
宝
珠
花
橋
下
）を
会
場
に
、「
関

宿
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
会
場
で
は
、民
謡
や
踊
り
の
ほ

か
、“
光
る
こ
い
の
ぼ
り
”が
飾
ら

れ
、多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

花
火
は
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
を
中
心

に
、
約
千
　
発
が
次
々
に
打
ち
上

500

げ
ら
れ
ま
す
。

　
大
き
な
音
を
立
て
て
咲
く
鮮
や

か
な
大
輪
の
花
は
、
夜
空
を
見
上

げ
る
多
く
の
観
衆
を
魅
了
し
ま
す
。

 番
 外
 編
 

 
理
窓
公
園
の
紅
白
梅

　
２
月
上
旬
か
ら
東
京

理
科
大
学
「
 理
 
り

 窓
 
そ
う

 会
 記
か
い

供供秋の風物詩「大イチョウ」の黄葉秋の風物詩「大イチョウ」の 黄  葉 
こう よう

侠侠清水公園で紅葉狩清水公園で紅葉狩りり僑僑できばえの美しさを競う菊花できばえの美しさを競う菊花展展

兇兇園内には約２,５００メートルの散策路園内には約２,５００メートルの散策路もも

※
交
通
機
関
の
案
内
中
、ま
め
バ
ス
の
関
宿
城・
新
北・
中・
新
南
の
各
ル
ー
ト
は
土
曜
日・
日
曜
日・
祝
日
は
運

行
し
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、年
末
年
始（
　
月
　
日
～
１
月
３
日
）は
す
べ
て
の
ル
ー
ト
が
運
行
し
て
い
ま
せ
ん

１２

２９



火
災
ゼ
ロ
を
願
っ
て
消
防
出
初
式

　
市
内
の
消
防
車
両
が
一
堂
に
会
し

て
、
消
防
出
初
式
を
文
化
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
な
ど
で
行
い
ま
す
。

施
中
は
、
は
し
ご
車
、
ミ
ニ
消
防
車

な
ど
の
展
示
や
試
乗
、
写
真
撮
影
を

行
い
ま
す

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
警
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
３

－

兇

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

　
保
育
所
と
学
童
保
育
所
の
平
成
　24

年
４
月
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
申
込
用
紙
は
配
布
中
で
、

受
付
は
　
年
１
月
５
日
障
か
ら
２
月

24

　
日
鞘
ま
で
の
８
時
　
分
か
ら
　
時

10

30

17

　
分
ま
で
（
上
・
醤
・
□祝 
を
除
く
）、
保

15育
課
、
児
童
家
庭
課
、
関
宿
支
所
、

各
出
張
所
で
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
可
保
育
所
で
は
、
保
育

所
用
申
請
書
の
配
布
・
受
付
と
学
童

保
育
所
用
申
請
書
の
配
布
を
、
学
童

保
育
所
で
は
学
童
保
育
所
用
申
請
書

の
配
布
を
行
い
ま
す
。
結
果
は
　
年
24

３
月
上
旬
に
通
知
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
保
育
課
、
学
童
保
育
所

は
児
童
家
庭
課

　
当
日
は
、
７
時
に
サ
イ
レ
ン
と
半

鐘
が
鳴
り
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違

え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
日
時
と
会
場
】
１
月
８
日
醤
９
時

　
分
～
　
時
　
分
、
第
１
部（
式
典
）

30

11

50

は
文
化
会
館
、第
２
部（
消
防
音
楽
隊

の
演
奏
や
は
し
ご
乗
り
、
西
武
台
中

学
・
西
武
台
千
葉
高
校
に
よ
る
吹
奏

１月５日か　
　ら 

楽
、
消
防
車

両
の
一
斉
放

水
な
ど
）は
文

化
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

※
第
１
部
実

とび職の方のはとび職の方のはししごご乗乗りりもも

◆
随
時
監
査（
工
事
監
査
）

【
対
象
工
事
】
野
田
市
立
第
一
中

学
校
普
通
・
特
別
教
室
棟
耐
震
補

強
工
事

【
期
間
】
平
成
　
年
６
月
　
日
～
 

23

29

　
月
　
日

11

15

【
方
法
】
協
同
組
合
総
合
技
術
士

連
合
に
工
事
技
術
に
関
す
る
調
査

を
委
託
し
、
技
術
士
に
よ
る
工
事
技

術
調
査
報
告
書
を
も
と
に
総
合
的
な

判
断
を
加
え
実
施

【
結
果
】
お
お
む
ね
適
正
か
つ
効
率

的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
た

【
監
査
委
員
】
染
谷
肇
・
野
口
義
雄

※
全
文
は
、市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】
監
査
委
員
事
務
局

監
査
結

 監
査
結
果果

公　立私　立

保
育
所
名

木
間
ケ
瀬

東
部

中
根

花
輪
　
 　

※
１

福
田

北
部
　
 　

※
２

乳
児

あ
た
ご
 　

※
３

尾
崎
　
 　

※
３

古
布
内
 　

※
３

清
水
　
 　

※
３

南
部
　
 　

※
３

聖
華

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク
ー
ル
の
だ

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク
ー
ル
せ
き
や
ど

ア
ス
ク
七
光
台

ア
ス
ク
川
間

（
仮
称
）コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク

ー
ル
さ
く
ら
の
さ
と
※
４

（
仮
称
）梅
郷
※
４

所
在
地

木
間
ケ
瀬
３
１
５
２
―
１

鶴
奉
　２２８

中
根
　
 ―
 １

３０

上
花
輪
新
町
　１４

木
野
崎
１
６
４
８
 ―
 ６

谷
津
　
 ―
 ２

６８２

中
野
台
　１７

野
田
　
 ―
 　

７６６

５８

尾
崎
１
７
１
４

古
布
内
１
５
２
６
 ―
 １

清
水
　８８１

山
崎
１
２
１
４

上
三
ケ
尾
　
 ―
 １

４５４

中
野
台
　
 ―
 ２

５６４

次
木
　
 ―
 １

２７９

谷
津
　３６７

尾
崎
　
 ―
 １

８５３

桜
の
里
 

１
 ―
 １
 ―
 ５

山
崎
１
９
５
２
 ―
 １

電
話
番
号

７
１
９
８
・
３
８
２
５

７
１
２
２
・
７
１
５
８

７
１
２
２
・
５
７
４
１

７
１
２
２
・
１
７
７
０

７
１
３
８
・
０
５
７
７

７
１
２
５
・
４
６
９
７

７
１
２
４
・
２
２
２
４

７
１
２
２
・
２
６
７
３

７
１
２
９
・
２
０
０
９

７
１
９
６
・
１
８
８
０

７
１
２
２
・
５
０
５
０

７
１
２
４
・
２
２
２
１

７
１
３
８
・
２
７
７
５

７
１
２
１
・
０
１
１
５

７
１
３
６
・
２
２
１
１

７
１
２
６
・
５
２
２
１

７
１
２
７
・
１
５
１
５

準
備
室
　
　
　
　
　
　
　

０
３
・
６
４
５
２
・
３
８
９
１

準
備
室
　
　
　
　
　
　
　

７
１
２
５
・
８
３
８
１

保
育
年
齢

生
後

６
か
月
～

生
後
　
日
目
～
２
歳

５７
１
歳（
４
月
１
日
現
在
）

～

生
後

６
か
月
～

生
後
　
日
目
～

５７

開
所
時
間

７
時

～
　
時
１９

７
時

～
　
時
２０

７
時
～
　
時
２２

７
時
～
　
時
２１

（
土
は
　
時
）

１８

７
時
～
　
時
２０

（
土
は
　
時
）

１８

７
時

～
　
時
２０

７
時
～
　
時
２０

（
土
は
　
時
）

１８

７
時
～
　
時
２０

※１は２４年度から指定管理者制度を導入／※２は２５年度から指定管理者制度を導入
※３は指定管理者（民間会社）が運営する公立保育所／※４は２4年４月１日開所予定

小
学
校
区

岩
木

尾
崎

川
間

木
間
ケ
瀬

清
水
台

関
宿

関
宿
中
央

中
央

東
部

七
光
台

南
部

福
田
第
一

福
田
第
二

二
川

二
ツ
塚

北
部

み
ず
き

宮
崎

柳
沢

山
崎

学
童
保
育
所
名

岩
木

岩
木
第
二
※

尾
崎

尾
崎
第
二
※

川
間

木
間
ケ
瀬

清
水

清
水
第
二
※

関
宿
　
　
※

関
宿
中
央

関
宿
中
央
第
二
※

野
田

野
田
第
二
※

東
部

七
光
台

七
光
台
第
二
※

南
部
　
　
※

南
部
第
二
※

南
部
第
三
※

福
田

三
ケ
尾
　
※

二
川
　
　
※

二
ツ
塚

北
部
　
　
※

み
ず
き
　
※

み
ず
き
第
二
※

宮
崎

宮
崎
第
二
※

柳
沢

柳
沢
第
二
※

山
崎

山
崎
第
二
※

電
話
番
号

７
１
２
９
・
７
５
０
３

７
１
２
７
・
２
１
７
３

７
１
２
７
・
１
７
６
１

７
１
２
９
・
８
６
７
６

７
１
２
９
・
５
６
８
７

７
１
９
８
・
７
２
７
１

７
１
２
５
・
１
６
７
２

７
１
２
３
・
４
７
８
０

７
１
９
６
・
５
５
３
５

７
１
９
８
・
８
２
７
０

７
１
２
０
・
４
１
８
０

７
１
２
２
・
６
３
７
７

７
１
２
３
・
２
７
５
２

７
１
２
２
・
２
４
１
６

７
１
２
７
・
４
８
０
８

７
１
２
８
・
１
３
３
０

７
１
２
３
・
３
１
４
４

７
１
２
１
・
７
１
２
０

７
１
２
８
・
８
５
７
０

７
１
３
８
・
２
３
７
２

７
１
３
８
・
１
２
１
３

７
１
９
６
・
３
７
７
９

７
１
２
３
・
１
７
１
７

７
１
２
５
・
５
３
３
４

７
１
２
５
・
４
４
５
１

７
１
２
３
・
６
２
６
１

７
１
２
４
・
９
１
０
５

７
１
２
１
・
１
５
８
０

７
１
２
２
・
１
３
６
１

７
１
２
５
・
８
６
７
１

７
１
２
１
・
４
０
３
０

７
１
２
５
・
２
５
６
３
※は社会福祉協議会などに運営を委託。学童保育所が複数ある小学校区ではいずれかの学童保育所を選択できます

■認可保育所一覧

■学童保育所一覧

 　
保
育
所
と
学
童
保
育
所

保
育
所
と
学
童
保
育
所
でで

来
春
の
入
所
児
募

　
　
　
　
来
春
の
入
所
児
募
集集

　
市
で
は
、多
く
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

平
成
　
年
か
ら
江
川
地
区
で「
自
然
と

18

共
生
す
る
地
域
づ
く
り
」を
進
め
て
き

ま
し
た
。復
田
し
た
田
ん
ぼ
で
は
減
農

薬
に
よ
る
市
民
農
園
の
開
設
や
自
然

観
察
会
を
は
じ
め
、里
山
の
自
然
を
守

り
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
生
き
物
が
住

む
場
所
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、玄
米
黒
酢
農
法
で
減
農
薬

の
試
み
や
も
み
殻
牛
ふ
ん
堆
肥
、ふ
ゆ

み
ず
田
ん
ぼ
、魚
道
設
置
の
試
行
な

ど
、江
川
地
区
で
の
取
り
組
み
を
段
階

的
に
市
域
全
体
に
も
広
げ
、多
く
の
生

き
物
が
生
き
続
け
ら
れ
る
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進

め
、田
ん
ぼ
に
は
ド
ジ
ョ
ウ
が
増
え
、

ホ
タ
ル
も
戻
っ
て
来
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、生
物
多
様
性
の
保
全
・
回

復
の
取
り
組
み
が
後
世
に
引
き
継
が

れ
る
よ
う
、食
物
連
鎖
の
頂
点
に
立
つ

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
に
向
け
、先

進
地
で
あ
る
兵
庫
県
豊
岡
市
の
事
例

を
交
え
な
が
ら
、
自
然
と
共
生
す
る

魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を
考
え
る

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
１
月
　
日
土
　
時
～
　
時

28

13

16

　
分
10【

会
場
】
市
役
所
８
階
大
会
議
室

【
定
員
】
先
着
　
人
150

【
申
込
み
】　
１
月
５
日
木
か
ら
電
話

か
直
接
窓
口
へ

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課

自
然
と
共
生
す
る
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り



距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

競

　
市
で
は
、
１
月
　
日
日
　
時
か
ら

22

13

　
時（
予
定
）ま
で
、
い
ち
い
の
ホ
ー

17

養
育
費
を
考
え
る
講
演
と
相
談
会

　
市
で
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
母
や

父
、ま
た
、今
後
離
婚
を
考
え
て
い
る

市
民
の
方
を
対
象
に
、２
月
　
日
醤
　

26

13

時
～
　
時
　
分（
講
演
会
は
　
時
、法

16

30

13

律
相
談
は
　
時
か
ら
）、「
養
育
費
セ
ミ

15

ナ
ー
」を
市
役
所
２
階
中
会
議
室
で
開

催
し
、講
演
会
と
、弁
護
士
に
よ
る
個

別
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

◎
講
演
会
　
須
賀
昭
徳
氏（
山
梨
学

院
大
学
教
授
）に
よ
る「
養
育
費
の
現

状
と
問
題
点
」、
山
下
富
佐
子
氏
（
弁

護
士
）に
よ
る「
養
育
費
取
得
に
係
る

法
的
問
題
と
課
題
」と
題
し
た
講
演

◎
個
別
無
料
法
律
相
談
　
定
員
６
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。
た

だ
し
、
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
方

は
不
可

※
託
児
サ
ー
ビ
ス（
２
歳
か
ら
就
学
前

ま
で
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
２
月
　
日
鞘

１７

ま
で
に
電
話
か
直
接
児
童
家
庭
課
へ

ル
５
階
の
「
関
根
名
人
記
念
館
」
対

局
室
を
会
場
と
し
て
、
里
見
香
奈
女

流
名
人
と
挑
戦
者
の
清
水
市
代
女
流

六
段
に
よ
る「
第
　
期
女
流
名
人
位
戦

38

五
番
勝
負
第
２
局
」を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
大
盤
解
説
会
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
入
場
希
望
者
を
募

集
中
で
す
。

　
大
盤
解
説
会
は
、４
階
の
関
宿
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
・
小
ホ
ー
ル
で
行
い
ま

す
が
、　
時
か
ら
は
対
局
の
観
戦（
５

13

分
程
度
）に
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
入
場
を
希
望
す
る
方
は
、
１
月
　11

日
水
必
着
で
、往
復
は
が
き（
１
枚
で

１
人
入
場
可
）に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
返
信
用

の
あ
て
先
を
明
記
し
、
〒
　
 
８
５

278

５
０
野
田
市
役
所
商
工
課
「
大
盤
解

説
会
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
入
場
の
可
否
は

返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
商
工
課

－

清清水水((左）が里見（右左）が里見（右））に挑むに挑む

　
”
市
民
の
足
”
と
し
て
定
着
し

て
い
る
「
ま
め
バ
ス
」
は
、
ル
ー

ト
や
本
数
を
大
幅
に
見
直
し
、
平

成
　
年
４
月
か
ら
新
ル
ー
ト
で
運

23
行
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
　
月
末
ま
で
の
利
用

11

状
況
は
、
ル
ー
ト
別
で
は
、
北
・

新
北
ル
ー
ト
が
見
込
み
を
上
回
っ

た
も
の
の
、
そ
の
他
の
ル
ー
ト
が

伸
び
悩
み
、
６
ル
ー
ト
全
体
で
は
、

１
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
少
な
い
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
利
用
者
が
減
少
す
る
冬

の
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、病
院
や
大

型
商
業
施
設
な
ど
に
乗
り
入
れ
も
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、　
年
度
以
降
の

24

継
続
的
な
運
行
の
た
め
に
も
皆
さ
ん

の
よ
り
一
層
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課
　

１便平均１日平均
見込み比見込み数利用者数ルート

土日祝平日土日祝平日
－　３．３人　－　３９人８９．８％７，３８０人６，６２４人関宿城

１５．１人１７．３人３６３人４５１人１０５．０％９８，０６４人１０２，９３４人北
－　９．３人－　７４人１０４．５％１１，６４４人１２，１７２人新北
－　６．３人－　５７人８３．４％１１，１５２人９，３００人中

１４．２人１９．０人２２７人３０４人９３．８％７２，５９２人６８，０６９人南
－　７．６人－　６１人８２．４％１２，１３６人１０，００６人新南

１４．８人１２．５人５９２人９８６人９８．２％２１２，９６８人２０９，１０５人合計
※合計は関宿城まつり臨時便運行の実績を含む

女
流
名
人
位
戦
の
大
盤
解
説
会

 高
齢
者
や
障
が
い
者
の
福
　

　
祉 
計
画
案
に

　
　
　
　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　
市
で
は
、計
画
や
条
例
な
ど
を
策
定
す

る
際
に
、皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
る「
パ
ブ
リ
ッ
ク・コ

メ
ン
ト
手
続
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
野
田
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険

事
業
計
画（
素
案
）」、障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
相
互
に
人
格・個
性

を
尊
重
し
、
支
え
あ
う
共
生
社
会
の
実

現
の
た
め
の「
野
田
市
障
が
い
者
基
本
計

画（
素
案
）及
び
野
田
市
障
が
い
福
祉
計

画（
素
案
）」の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
の
で
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
閲
覧
は
公
民
館
や
図
書
館
で
も

　
各
案
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
窓

口
や
市
役
所
と
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
、
各
図

書
館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　
意
見
の
募
集
期
間
と
担
当
課
は
表
の

と
お
り
で
、提
出
方
法
は
、所
定
の
用
紙

か
任
意
書
式
で
直
接
持
参（
平
日
）か
、閲

覧
場
所
の
意
見
投
函
箱
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
提
出
の
ほ
か
フ
ァ
ク
ス（
表
参

照
）、郵
送（
各
募
集
期
間
最
終
日
の
消
印

有
効
）で
、案
件
名
と
担
当
課
名
、素
案
に

対
す
る
意
見
を
明
記
し
、〒
　
 
８
５
５

278

０
野
田
市
役
所
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、い
た
だ
い
た
意
見
の
概
要
や
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、個
人

情
報
を
除
い
て
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。

－

■平成２３年度の利用状況
（平成２３年４月から１１月末まで）

案
　
件
　
名

野
田
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
野
田
市
介
護
保
険

事
業
計
画（
野
田
市
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
）（
素
案
）

野
田
市
障
が
い
者
基
本
計
画（
素
案
）

及
び
野
田
市
障
が
い
福
祉
計
画（
素
案
）

閲
覧
・
募
集
期
間

１
月
６
日
金

～
２
月
６
日
月

１
月
　
日
火

10

～
２
月
８
日
水

担
　
当
　
課

高
齢
者
福
祉
課

思
７
１
２
３
・
１
０
９
５

社
会
福
祉
課

思
７
１
２
３
・
１
０
９
５

　
新
ル
ー
ト
で
買
い
物
や
通
院
に
も

　
　
　
　
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
利
用
を
　

シ
リ
ー
ズ「
ま
め
バ
ス
」⑩
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時
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ

19ー
で
。市
内
小
中
学
生
の
書
道
、作

文
の
優
秀
作
品
の
展
示
。問
収
税
課

◆
関
宿
城
百
景
写
真
展
　
１
月
　14

日
土
～
２
月
　
日
醤
９
時
～
　
時

12

16

　
分
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
。
関

30宿
城
周
辺
を
題
材
と
し
た
写
真
の

入
選
作
品
を
展
示
。
入
館
料
　
円
200

（
高
校
・
大
学
生
　
円
、
中
学
生
以

100

下
・
　
歳
以
上
無
料
）。
問
同
館
☎

65
７
１
９
６
 
１
４
０
０

◆
東
葛
飾
地
方
小
学
校
家
庭
科
、

中
学
校
技
術
・
家
庭
科
作
品
展
　

１
月
　
日
鞘
～
　
日
醤
９
時
～
　

20

22

18

時
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ（
柏

市
）で
。授
業
な
ど
で
製
作
し
た
作

品
の
う
ち
小
学
校
各
３
点
、中
学
校

各
４
点
を
展
示
。問
指
導
課

◆
凧
あ
げ
大
会
　
１
月
　
日
土
　

21

10

時
か
ら
関
宿
ふ
れ
あ
い
広
場
（
雨

天
時
は
関
宿
子
ど
も
館
で「
 凧
 に
つ

た
こ

つ
い
て
の
お
話
」）、
　
日
上
　
時

28

12

　
分
～
　
時
は
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ

30

15

公
園（
木
野
崎
）芝
生
広
場
で（
雨

天
時
は
　
日
日
）。自
作
の
凧
を
持

29

参
で
き
る
子
と
親（
幼
児
は
要
保
護

者
同
伴
）。
申
込
み
は
前
日
ま
で
に

各
子
ど
も
館
へ
。
問
う
め
さ
と
子

ど
も
館
☎
７
１
２
４
 
９
１
０
６

◆
子
ど
も
館
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
鑑

賞
会
　
２
月
４
日
上
　
時
～
正

11

午
、　
時
～
　
時
市
役
所
８
階
大

14

15
―

―

育
館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
野
田
の
観
光
写
真
展
　
１
月
５

日
木
～
　
日
木
８
時
　
分
～
　
時

12

30

19

市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

　
日
金
～
　
日
金
８
時
　
分
～
　

13

20

30

17

時
　
分
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
で
。い
ず

15
れ
も
初
日
は
　
時
か
ら
、最
終
日
は

13

　
時
ま
で
。
入
賞
９
点
を
含
む
応

14募
作
品
　
点
。問
商
工
課
内
野
田

62

市
観
光
協
会
事
務
局

◆
野
田
市
成
人
式
　
１
月
９
日
月

　
時
　
分
か
ら
総
合
公
園
体
育
館

10

30

で
。
平
成
３
年
４
月
２
日
～
４
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
。
当
日

会
場
受
付
。
市
外
の
住
民
登
録
者

で
式
に
出
席
を
希
望
す
る
方
は
事

前
に
社
会
教
育
課
へ

◆
１
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、保
育

体
験
や
育
児
相
談
も
。　
時
～
　

10

11

時
。当
日
会
場
受
付
。問
各
保
育
所

◆
税
に
関
す
る
書
道
・
作
文
展
　
１

月
　
日
土
～
　
日
木
８
時
　
分
～

14

19

30

―

所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）か
直

接
返
信
用
は
が
き
持
参
で
〒
　
 
278

０
０
３
５
中
野
台
　
 
１
野
田
公

168

民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

◆
心
の
ケ
ア
講
演
会
　
２
月
５
日

日
　
時
～
　
時
　
分
市
役
所
８
階

13

15

30

大
会
議
室
で
。大
野
ト
シ
子
氏（
千

葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
）に
よ
る
「
私
自
身
が
『
心
の

ケ
ア
』に
感
謝
す
る
こ
と
」。
手
話

通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。
託
児
サ

ー
ビ
ス
は
事
前
に
要
予
約
。
当
日

会
場
へ
。問
児
童
家
庭
課

イ
ベ
ン
ト

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
イ
ベ

ン
ト
な
ど
　
①
新
春
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
発
表
会
…
１
月
４
日
水
　11

時
　
分
～
正
午
。
②
卓
球
初
心
者

30
教
室
…
１
月
　
日
～
２
月
　
日
の

24

14

火
　
時
～
　
時
。全
４
回
。ラ
ケ
ッ

14

16

ト
持
参
。②
は
参
加
費
千
　
円
。　

500

20

歳
以
上
。　
人（
抽
選
）。申
込
み
は

30

①
は
当
日
会
場
へ
、②
は
１
月
　
日
19

障
必
着
で
電
話
か
往
復
は
が
き（
住

所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を

明
記
・
１
家
族
１
通
）で
〒
　
 
０

270

２
２
５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園
体

401

―

―

―

―

講
座
・
講
演
会

◆
幼
児
食
講
習
会
　
１
月
　
日
木

26

　
時
　
分
～
　
時
　
分
保
健
セ
ン

13

50

16

10

タ
ー
で
。
風
邪
の
時
の
食
事
講
習

や
実
習
な
ど
。
幼
児
食
に
関
心
の

あ
る
方
。先
着
　
人
。エ
プ
ロ
ン
、三

15

角
巾
な
ど
持
参
。
保
育
士
に
よ
る

保
育
あ
り
。
申
込
み
は
１
月
５
日

木
９
時
か
ら
電
話
で
保
育
課
へ

◆
成
年
後
見
制
度
研
修
会
　
２
月

４
日
上
９
時
　
分
～
　
時
千
葉
市

50

16

蘇
我
勤
労
市
民
プ
ラ
ザ（
千
葉
市
）

で
。
先
着
　
人
。
資
料
代
千
円
。

350

申
込
み
は
社
会
福
祉
課
で
配
布
の

申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス
で
１
月
　
日
25

水（
手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
１

月
　
日
金
）必
着
で
千
葉
県
社
会

13
福
祉
協
議
会
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

思
　（
　
）６
０
１
３
へ
。
問
同
セ

043
204

ン
タ
ー
☎
　（
　
）６
０
１
２

043
204

◆
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ

基
礎
」　
２
月
３
日
金
、７
日
火
、

　
日
金
　
時
～
正
午
野
田
公
民
館

10

10

で
。　
歳
以
上
。
マ
ウ
ス
操
作
と

20

文
字
入
力
が
で
き
る
方
。　
人（
抽

23

選
）。
資
料
代
　
円
。
申
込
み
は
1

500

月
　
日
金
必
着
で
往
復
は
が
き（
住

20

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
１
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

１
月
４
日
水
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
　
・
　
・
　
・

11
12
18

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
６
日
間
で
　
人

23
31

26

６０

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

11

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

　
□市 
＝
　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

13
27

18

１８

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
　
日
。□市 
＝
　
日
。

11

17

２
日
間
で
８
人

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

16

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
　
・
　
・
　
日
。 

10
17
27

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。

19

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。
鉦
～
障

９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
。個
別
相
談（
要
予
約
）、就
労
の
た
め
の「
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
作
成
。鉦
９
時
～
　
時
、鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談（
要
予
約
）、

求
人
案
内
。　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
鍾
　
時
～
　
時
。

35

24

10

16

◆
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
　
自
立
す
る
た
め
の
生
活
・
就
労

支
援
に
関
す
る
相
談
。□市 
２
階
＝
鉦
・
木
・
鞘
９
時
～
　
時
。
☎

17

７
１
２
８
 
４
０
３
８

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

―

―
―

―

共

保
育
所
名

清

水

中

根

福

田

木
間
ケ
瀬

あ
た
ご

古
布
内

尾

崎

東

部

花

輪

南

部
開
放
日

　
日
火

10　
日
火

10　
日
火

10　
日
水

11　
日
水

11　
日
水

11　
日
水

11　
日
水

25　
日
木

12　
日
木

26　
日
火

17　
日
木

19

電
　
　
話

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
1



頑
顔

眼
眼
眼
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眼
眼
眼
眼
眼
眼
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眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
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                     --------

　
１
月
　
日
鍾
ま
で
の
納
期
の
市

31

税
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
市
県
民
税（
普
通
徴
収
４
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税（
７
期
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
７
期
）

④
介
護
保
険
料（
７
期
）

【
問
合
せ
】①
は
収
税
課
、②
③
は
国

保
年
金
課
、④
は
高
齢
者
福
祉
課

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
が
い
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
が
い
者
の
相
談

か
ら
就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
生
活
療
育（
　

13

30

16

12

日
）、発
達
教
育（
　
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活

16

19

（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。
電
話
予
約

24

26

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
が
い

10

者（
　
日
）、知
的
障
が
い
者（
　
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時

10

11

17

13

　
分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
が
い
者（
　
日
）、身
体
障
が
い
者（
　

30

15

30

10

11

日
）、精
神
障
が
い
者（
　
日
）。
電
話
予
約

17

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
３
障
　15

時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
４
鍾
　
時
～
　
時
に
集
団
療
育
）。電

15

17

14

16

話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。問
社
会
福
祉

13

16

協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
相
続
手
続
や
法
人
設
立
な
ど
。　
日
鞘

20

　
時
～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
問
千
葉
県
行

13

16

政
書
士
会
東
葛
支
部
・
伊
佐
☎
７
１
２
９
 
０
８
０
３

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

10

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
張
替
☎
７
１
３
８
 
１
４
０
４

―

―

―

―

―

―

―

―

―

相
談
・
そ
の
他

◆
借
金
や
ヤ
ミ
金
融
、家
計
に
関
す

る
無
料
相
談
会
　
２
月
８
日
鐘
　10

時
～
　
時
流
山
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ

16

ー
で
。千
葉
県
な
ど
の
主
催
に
よ
り

弁
護
士
、司
法
書
士
、警
察
官
な
ど

が
対
応
。先
着
　
人
。申
込
み
は
１
月

22

　
日
鉦
か
ら
流
山
市
消
費
生
活
セ

16ン
タ
ー
☎
７
１
５
８
 
０
９
９
９
へ

◆
水
道
埋
設
管
の
漏
水
調
査
　
１

月
初
旬
～
３
月
下
旬
。区
域
は
尾
崎
、

岩
名
、岩
名
一
丁
目
、岩
名
二
丁
目
、

春
日
町
、五
木
、五
木
新
町
、谷
津
、

吉
春
、野
田
、中
野
台
、中
野
台
鹿
島

町
、上
花
輪
、上
花
輪
新
町
、清
水
、

堤
台
、中
根
、桜
台
の
い
ず
れ
も
地
域

の
一
部
。委
託
業
者
は（
株
）コ
ス
モ

リ
サ
ー
チ（
調
査
時
は
本
人
確
認
書

類
携
行
し
、市
腕
章
着
用
）。問
水
道

部
工
務
課
☎
７
１
２
４
 
５
１
４
５

―

―

業
務
や
小
学
校
で
の
児
童
支
援
。③

適
応
指
導
学
級
教
科
指
導
員（
若

干
名
）＝
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
学

習
支
援
。申
込
み
は
①
は
１
月
　
日
16

鉦
～
　
日
金
、②
③
は
１
月
　
日

27

16

鉦
～
２
月
　
日
金
。
試
験
日
は
①

10

は
１
月
　
日
鍾
　
時
か
ら
市
役
所

31

10

で
。②
③
は
２
月
　
日
上
　
時
か
ら

11

13

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
。勤
務
日
や
必

要
資
格
な
ど
の
詳
細
は
指
導
課
へ

会
議
な
　

　
ど 
の
公
開

◆
野
田
市
新
清
掃
工
場
建
設
候
補

地
選
定
審
議
会
　
１
月
　
日
醤
　

29

13

時
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会

議
室
で
。　
人
程
度
。　
時
　
分
か

10

12

30

ら
受
付
。
問
清
掃
計
画
課

◆
野
田
市
公
共
下
水
道
運
営
審
議

会
　
１
月
　
日
鐘
　
時
か
ら
市
役

18

10

所
８
階
大
会
議
室
で
。先
着
５
人
。

９
時
　
分
か
ら
受
付
。問
下
水
道
課

30

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
今
の
季
節
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
ま
す

が
、
予
防
接
種
は
も
う
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

　
お
と
と
し
大
騒
ぎ
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
通
常
の
季
節
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
一
つ
と

な
り
、
今
年
の
予
防
接
種
は
、
こ
の
新
型
と
Ａ（
香

港
）型
、
Ｂ
型
の
３
種
類
に
対
応
し
て
い
ま
す
。　

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
り
に
く
く
な
り
、
か
か
っ
て
も
軽
症
で
済

み
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
　
歳
以
上
の
方
、
心
臓
や
肺
な
ど
に
疾
患

65

を
お
持
ち
の
方
は
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
同
時

に
接
種
す
る
と
、
よ
り
効
果
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
で
怖
い
二
次
感
染
の
肺
炎
を
予
防
す

る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
う
が
い
、
手
洗
い
、
十
分
な
睡
眠
、

加
湿
器
の
使
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト（
マ
ス
ク
の
着

用
、ハ
ン
カ
チ
で
口
と
鼻
を
覆
う
な
ど
）も
お
忘
れ

な
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
・
Ｈ
）

市
税
な
ど
の
納
期（
１
月
）

会
議
室
で
。渋
谷
慶
太
氏（
マ
ジ
シ

ャ
ン
）に
よ
る「
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
リ

ュ
ー
ジ
ョ
ン
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」。

幼
児
は
保
護
者
同
伴
。
希
望
者
は

各
子
ど
も
館
で
配
布
す
る
整
理
券

（
各
回
先
着
　
人
）を
持
参
し
、
当

240

日
会
場
へ
。
問
七
光
台
子
ど
も
館

☎
７
１
２
７
 
２
１
６
６

募
　
集

◆
小
中
学
校
臨
時
職
員
事
前
登
録

　
①
少
人
数
授
業
等
講
師
②
特
別

支
援
学
級
支
援
員
③
音
楽
非
常
勤

講
師
④
学
校
図
書
館
司
書
。
①
②

は
要
教
員
免
許
状
、③
は
要
中
学
校

音
楽
の
教
員
免
許
状
。い
ず
れ
も
有

給
休
暇
、通
勤
手
当
あ
り
。
４
月

１
日
以
降
、
欠
員
分
を
採
用
。
曜

日
な
ど
の
詳
細
は
学
校
教
育
課
へ
。

◆
子
ど
も
館
・
学
童
保
育
所
の
一

般
職
の
非
常
勤
職
員
な
ど
　
①
児

―

童
厚
生
員
＝
鐘
～
醤
８
時
　
分
～
　

45

17

時
　
分
の
間
の
７
時
間
　
分
。②
主

30

30

任
学
童
指
導
員
＝
鉦
～
鞘
は
　
時
～

13

　
時
　
分
、
上
は
８
時
～
　
時
　
分

18

30

18

30

の
間
の
８
時
間
。③
学
童
指
導
員
＝

鉦
～
鞘
は
　
時
～
　
時
　
分
、上
は

13

18

30

８
時
～
　
時
　
分
の
間
の
８
時
間
。

18

30

④
学
童
指
導
員
代
替
＝
鉦
～
上
８

時
～
　
時
　
分
の
間
の
指
定
さ
れ

18

30

た
時
間
。い
ず
れ
も
任
用
期
間
は
原

則
４
月
１
日
～
　
年
３
月
　
日
。

25

31

申
込
み
は
①
②
は
１
月
　
日
障
ま

12

で
、③
は
１
月
　
日
鞘
ま
で
、④
は

20

随
時
。試
験
日
や
勤
務
地
、必
要
資

格
な
ど
の
詳
細
は
児
童
家
庭
課
へ

◆
武
道
指
導
員
・
教
育
相
談
員
な

ど
一
般
職
の
非
常
勤
職
員
　
①
武

道
指
導
員（
２
名
）＝
市
内
中
学
校

保
健
体
育
科（
柔
道
）の
授
業
補

助
。②
ひ
ば
り
教
育
相
談
員（
若
干

名
）＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
１
月
　
日
金
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い

１３

１０

方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―

凶

２８３医師会だより

◎
確
定
申
告
書
な
ど
の
作
成
相
談
会
場
の
変
更
…
中
央
公
民
館
改
修
工
事
に
よ
り
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室
に
。
相
談
日
な
ど
の
詳
細
は
１
月
　
日
号
に
掲
載
。
問
課
税
課

１５



　
ま
ず
、
野
菜
の
葉
の
部
分
が

描
か
れ
、ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、

土
の
中
で
立
派
に
成
長
し
た
根

菜
が
現
れ
ま
す
。「
ど
ん
ど
こ
ど

ん
ど
こ
」と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
繰
り

返
し
の
文
と
、
迫
力
あ
る
絵
が

楽
し
い
絵
本
で
す
。

New Books
興風図書館の推せん図書

興風図書館拶７１２３-７６１１
南 図 書 館拶７１２５-７９８１
北 図 書 館拶７１２９-８８１１
せきやど図書館拶７１９８-４９４６

　
こ
の
本
は
、簡
単
な
も
の
か
ら

順
に
い
ろ
い
ろ
な
く
ず
し
字
を

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
見
て
体

験
す
る
中
で
読
む
力
が
身
に
付

く
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
て
、楽

し
く
観
賞
し
な
が
ら
、く
ず
し
字

が
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

講
座
・
講
演
会

◆
シ
ニ
ア
の
た
め
の
い
き
い
き
ス
ト
レ

ッ
チ
無
料
体
験
　
１
月
　
日
、　
日
の

11

25

鐘
　
時
～
正
午
川
間
公
民
館
で
。
先

10
着
　
人
。　
歳
以
上
。申
込
み
は
１
月

10

55

５
日
障
か
ら
澤
尾
☎
７
１
２
９
 
１

９
０
９
へ

◆
と
き
ど
き
習
字
ク
ラ
ブ
　
１
月
　１１

日
、　
日
の
鐘
と
　
日
、　
日
、　
日
の

18

12

19

26

障
　
時
～
　
時
、　
日
、　
日
の
上
　

17

19

14

28

16

時
～
　
時
、　
日
、　
日
の
醤
９
時
～

18

15

22

　
時
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
。
小
中

１１学
生
。各
回
先
着
　
人
。各
回
費
用
千

10

円
。
申
込
み
は
１
月
５
日
障
か
ら
鈴

－

木
☎
　
 
４
４
３
９
 
４
８
０
３
へ

090

◆
イ
ン
ド
ア
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
・

大
会
　
①
教
室
…
１
月
　
日
～
２
月

14

　
日
の
土
　
時
～
　
時
　
分
総
合
公

11

18

20

30

園
体
育
館
で
。全
５
回
。参
加
費
千

円
。上
履
き
持
参
。
②
大
会
…
２
月

　
日
醤
は
２
部（
シ
ニ
ア
）、２
月
　
日

12

19

醤
は
１
部（
一
般
）。
い
ず
れ
も
９
時

か
ら
総
合
公
園
体
育
館
で
。ダ
ブ
ル
ス

戦
。市
内
在
住
、在
勤
、在
学（
高
校
生

以
上
）の
方
。
参
加
費
１
組
２
千
円

（
高
校
生
千
　
円
）。
申
込
み
は
①
は

500

１
月
９
日
鉦
～
　
日
鞘
に
、
②
は
１

13

月
　
日
醤
ま
で
に
岡
野
☎
７
１
２
４

22
 
３
２
５
９
へ

－

－

－

◆
市
民
会
館
で
各
種
講
座
な
ど
　
①

ま
ち
の
仕
事
人
講
座「
活
動
を
振
り
返

っ
て
～
野
田
の
昔
話
を
伝
え
残
す
た
め

に
」…
 三
  輪
  田
  良
  子
 氏（
関
宿
昔
ば
な

み
 
わ
 
た
 
よ
し
 
こ

し
の
語
り
べ
）が
講
師
。②
芸
道
文
化

講
座「
絵
葉
書
収
集
の
楽
し
み
～
新
発

見
？
野
田
の
一
枚
」…
 劉
 勝
彦
氏（
日

り
ゅ
う

本
絵
葉
書
会
会
員
）が
講
師
。
①
②
と

も
１
月
　
日
醤
　
時
　
分
～
　
時
　

15

13

30

15

30

分
。先
着
　
人
。一
般
　
円
。高
校
生
以

20

500

上
の
学
生
　
円
。③
市
民
公
募
展
関
連

250

企
画「
紙
芝
居
・
人
形
劇
上
演
」…
１
月

　
日
上
　
時
～
　
時
。先
着
　
人
。申

21

14

15

40

込
み
は
い
ず
れ
も
１
月
５
日
障
か
ら
郷

土
博
物
館
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１
へ

◆
浜
田
 桂
  子
 氏（
絵
本
作
家
）の
講
演

け
い
 
こ

会
　
１
月
　
日
醤
　
時
　
分
～
　
時

22

13

30

15

　
分
欅
の
ホ
ー
ル
で
。「
て
と
て
と
て

30と
て
」な
ど
の
著
書
を
持
つ
同
氏
に
よ

－

る「
絵
本
の
持
つ
力
」な
ど
。参
加
費
　300

円
。保
育
あ
り（
要
予
約
。費
用
　300

円
）。申
込
み
は
１
月
　
日
上
ま
で
に

21

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
 
野
田
文
化
研

究
会
☎・
思
７
１
２
４
 
０
７
６
０
へ

◆
ア
ロ
マ
と
ハ
ー
ブ
の
世
界
　
１
月
　18

日
鐘
　
時
　
分
～
　
時
　
分
南
コ
ミ

10

15

11

45

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。蜜
ろ
う
を
使
っ
た

ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
作
成
。費
用
２
千

円
。ス
テ
ン
レ
ス
製
ボ
ウ
ル
持
参
。
申

込
み
は
１
月
５
日
障
～
　
日
鞘
に
足

20

立
☎
　
 
６
１
１
３
 
３
１
３
０
へ

090

◆
ヨ
 ガ
で
ス
ト
レ
ス
発
散
　
１
月

　
日
鐘
　
時
～
　
時
東
部
公
民
館

25

13

14

で
。先
着
　
人
。
費
用
　
円（
震
災
被

10

500

災
者
は
無
料
）。費
用
は
義
援
金
と
し

て
日
本
赤
十
字
社
へ
。
申
込
み
は
１

月
９
日
鉦
～
　
日
鍾
に
古
山
☎
　
 

24

080

５
０
３
６
 
３
３
１
５
へ

－

－

－

－

－

◆
ア
ロ
マ
を
楽
し
む
バ
レ
ン
タ
イ
ン

　
１
月
　
日
障
　
時
～
　
時
　
分
、　

26

10

11

30

13

時
～
　
時
　
分
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。

14

30

ハ
ー
ブ
と
ア
ロ
マ
の
ソ
イ
キ
ャ
ン
ド
ル

を
作
成
。各
回
先
着
　
人
。費
用
２
千

12

　
円
。申
込
み
は
１
月
５
日
障
か
ら
岩

500井
☎
　
 
２
３
３
３
 
４
５
５
６
へ

080

◆
新
体
操
体
験
講
座
　
１
月
　
日
障

26

　
時
～
　
時
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

17

18

で
。４
歳
～
小
学
校
低
学
年
。先
着
　15

人
。費
用
　
円
。申
込
み
は
１
月
５
日

500

障
か
ら
又
吉
☎
　
 
１
１
２
０
 
８

080

２
６
３
へ

◆
剣
道
教
室
　
２
月
～
平
成
　
年
１

25

月
の
第
２・４
醤
　
時
～
正
午
春
風
館

10

道
場
で
。先
着
　
人
。　
歳
以
上
。動
き

20

18

や
す
い
服
装
と
竹
刀
持
参
。申
込
み
は

１
月
５
日
障
～
　
日
鐘
に
電
話
か
直
接

25

同
道
場
内
 
野
田
春
風
会
☎
７
１
２

－

－－

－

「入門　日本語の
くずし字が読める本」
 角  田 恵理子・著
つの だ

講談社

協

「どんどこどん」
和歌山静子・作
 福  音  館 書店
ふく いん かん

　初日の出を一目見ようと、夜明け前あ
るいは前日から、水平線を見渡せる海岸
や山頂の展望台など、眺めの良い場所へ
足を延ばす方も多いことでしょう。
　しかし、野田市でも初日の出を楽しめ
る場所がたくさんあります。
　利根川や江戸川対岸の堤防からは、雄
大な川の流れと初日の出の組み合わせ

が楽しめ、また、「中之島公園」では県立
関宿城博物館の後ろからゆっくり昇っ
てくる太陽を眺めることができます。
　新年の願い事をしたり写真を撮った
りと、お気に入りのスポットで思い思い
に初日の出を楽しむ姿が見られます。
〈メモ〉日本で一番早く初日の出を見られる
場所は小笠原諸島の 南  鳥 島（東京都）で、本州

みなみ とり

では富士山、平地では犬吠崎（銚子市）です

初日の出

お気に入りの場所で初日の出を

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失失

利根川分流地点付近から望む初日の出（昨年撮利根川分流地点付近から望む初日の出（昨年撮影影））



３
 
２
８
１
３（
　
時
以
降
）

18

◆
桜
将
会
将
棋
大
会
　
１
月
９
日
鉦

８
時
　
分
～
　
時
　
分
清
水
正
光
館

30

14

30

で
。
初
心
者
か
ら
有
段
者
ま
で
　
ク
12

ラ
ス
に
分
か
れ
て
対
局
。
参
加
費
千

円（
小
・
中
学
生
　
円
）。前
日
ま
で
に

500

駒
崎
☎
７
１
２
２
 
４
４
７
４
へ

◆
猛
き
ん
の
里
江
川
・
三
ケ
尾
に
冬

の
野
鳥
を
訪
ね
て
　
１
月
９
日
鉦
９

時
運
河
駅
集
合（
雨
天
中
止
）。　
時
14

解
散
。オ
オ
タ
カ
、ノ
ス
リ
を
中
心
と

し
た
野
鳥
の
観
察
。参
加
費
　
円
。双

200

眼
鏡
、昼
食
持
参
。当
日
会
場
へ
。問

浅
川
☎
　
 
１
１
０
６
 
６
６
６
３

090

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
平
和
へ
の
願
い
を
こ
め
て
」　
１
月

　
日
鞘
　
時
　
分
～
　
時
市
役
所
１

13

12

30

13

階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。
フ
ル
ー
ト
と
ピ

ア
ノ
に
よ
る「
月
の
光
」や「
花
の
ワ
ル

ツ
」な
ど
。
問
つ
く
し
ん
ぼ

◆
ぱ
れ
っ
と
会
展
　
１
月
　
日
上
～

21

　
日
鞘
９
時
～
　
時（
初
日
は
　
時
か

27

17

13

ら
、最
終
日
は
　
時
ま
で
）市
役
所
ふ

15

れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。油
絵
　
点
。

30

問
安
島
☎
７
１
３
８
 
２
２
４
８

◆
の
だ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
青
い
鳥
　10

周
年
記
念
講
演
会
　
１
月
　
日
上
　

21

13

時
　
分
～
　
時
興
風
会
館
で
。
中
島

30

15

 啓
  江
 氏（
オ
ペ
ラ
歌
手
）に
よ
る「
生
き

け
い
 
こ

る
力
」と
題
し
た
Ｄ
Ｖ
講
演
。定
員
　500

人
。チ
ケ
ッ
ト
代
千
　
円
。申
込
み
は

500

前
日
ま
で（
当
日
販
売
も
あ
り
）に
 

－

－

－

－

－

の
だ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
青
い
鳥
☎
７

１
２
５
 
７
１
０
６
へ

◆
賀
状
展
　
１
月
　
日
醤
～
　
日
鞘

22

27

９
時
～
　
時（
最
終
日
は
　
時
ま
で
）興

17

15

風
会
館
で
。出
品
希
望
者（
１
人
５
点

以
内
）は
１
月
　
日
障
必
着
で
、郵
送
か

19

持
参
で
〒
　
 
０
０
３
５
中
野
台
　

278

168

 
１
欅
の
ホ
ー
ル
２
階
野
田
市
文
化
団

体
協
議
会
事
務
局
へ
。　
日
醤
と
　
日

22

25

鐘
の
　
時
～
　
時
は
同
会
場
で
押
し
花

10

15

の
は
が
き
作
り（
は
が
き
代
　
円
）も
。

50

問
井
上
☎
７
１
５
２
 
２
９
４
７

◆
 彩
 の
会
水
曜
グ
ル
ー
プ
展
　
１
月

さ
い

　
日
鐘
～
　
日
鍾
９
時
～
　
時（
初

25

31

17

日
は
　
時
か
ら
、最
終
日
は
　
時
ま

13

15

で
）欅
の
ホ
ー
ル
で
。水
彩
画
　
点
。

30

問
 二
  宮
 ☎
７
１
１
０
 
４
４
３
７

に
の
 み
や

◆
ク
ラ
シ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　
２
月
　
日
醤
　
時
～
　
時
さ
わ
や

12

14

16

か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
で
。
 安
  達
 

あ
 
だ
ち

 朋
  博
 

と
も
 ひ
ろ

氏（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）と
小
泉
博
子
氏（
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
）が
出
演
。入
場
料
２
千

　
円（
中
学
・
高
校
生
千
　
円
）。当
日

500

500

　
円
増
。未
就
学
児
入
場
不
可
。問
瀬

500川
☎
・
思
７
１
３
８
 
３
３
５
９

相
　
談

◆
中
小
企
業
診
断
士
の
夜
間
相
談
窓

口
　
隔
週
木
千
葉
県
信
用
保
証
協
会

松
戸
支
店
で
。経
営
改
善
、設
備
投
資

計
画
な
ど
経
営
に
関
す
る
相
談
。
問

同
支
店
☎
　（
　
）６
０
０
７

047
365

－

－

－

－－
－

匡

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
　
月
１
日
号
の
正
解
は
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」
で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽

１２

５１

選
の
結
果
、当
選
者
は
名
児
耶
章
子
様
、針
谷
富
子
様
、廣
瀬
美
知
子
様
、横
川
芳
江
様
、渡
辺
よ
し
子
様（
五
十
音
順
）で
す
。

５
 
１
２
１
２（
　
時
～
　
時
）へ

13

17

◆
押
し
花
で
作
る
お
ひ
な
様
額
　
２

月
５
日
醤
９
時
～
　
時
　
分
南
部
梅

11

30

郷
公
民
館
で
。費
用
３
千
円
。申
込
み

は
１
月
４
日
鐘
～
　
日
鞘
に
荒
井
☎

20

７
１
２
５
 
２
５
７
７
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
　

－

－

①
お
し
ゃ
べ
り
会
…
１
月
６
日
鞘
　10

時
　
分
～
　
時
　
分
。
②
育
児
の
日

30

11

30

…
１
月
　
日
障
　
時
～
　
時
　
分
。

12

10

11

30

③
お
弁
当
を
食
べ
よ
う
！
…
１
月
　19

日
障
　
時
～
　
時
。弁
当
持
参
。
④

10

13

育
児
相
談
日
…
１
月
　
日
鞘
　
時
　

27

10

30

分
～
　
時
　
分
。
い
ず
れ
も
ゆ
う
＆

11

30

み
い
チ
ャ
イ
ル
ド
館
で
。
①
②
は
当

日
会
場
受
付
。
③
④
は
先
着
５
組
。

④
以
外
は
費
用
　
円
。
③
の
申
込
み

50

は
１
月
５
日
障
～
　
日
鐘
に
、
④
は

18

１
月
５
日
障
～
　
日
障
に
 
ゆ
う
＆

26

み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７
へ

◆
清
水
公
園
探
鳥
会
　
１
月
８
日
醤

９
時
清
水
公
園
駅
西
口
集
合
。
正
午

解
散
。小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）。参
加
費
　
円
。
双
眼
鏡
と

200

筆
記
用
具
持
参
。
問
田
中
☎
７
１
２

－

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、
二

重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
Ｑ
の
順
に

並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
《
出
題

＝
秘
書
広
報
課
・
参
考
資
料
＝
大
辞
林
》。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
も
う
だ
め
だ
と「
―
―

を
投
げ
る
」。②
優
れ
た
判
断
力
。「
高
い
―

―
を
持
つ
」。③
大
名
な
ど
が
乗
る
乗
り
物
。

ウ
ー
ピ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー

グ
主
演
「
天
使
に
―
―
を
」。

⑬
ビ
ー
ル
テ
イ
ス
ト
飲
料
。

―
―
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
。

⑮
―
―
、
銀
、
銅
。
⑰
ブ
ル

ー
チ
ー
ズ
の
熟
成
は
こ
れ

で
。
⑲
合
格
―
―
、
必
勝
―

―
。
○２１ 
月
の
８
日
目
。
○２３ 
握

っ
た
り
、押
し
た
り
し
ま
す
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
②
池
波

正
太
郎
代
表
作
。「
―
―

商
売
」。
⑤
自
分
自
身
を
記

し
た
伝
記
。⑦
お
鼻
が
長
い

で
す
。
⑧
焼
き
鳥
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
。
頬
肉
の
別
称
。
⑩

当
選
者
は
、
２
月
１

日
号
で
発
表
し
ま
す
。

当
選
者
の
方
は
、氏
名

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版
》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》

《
新
春
版
》

つ
鳥
。
⑩
１
日
お
き
を
別
の
言
い
方
で
。
⑪

カ
ッ
ト
・
出
野
元
山

⑥
昭
和
の
人
気
ド
ラ
マ「
あ
ぶ
な
い
―
―
」。

⑦
正
月
の
定
番
。
お
せ
ち
と
？
⑨
特
別
天
然

記
念
物
。
夏
は
褐
色
、
冬
は
白
色
の
羽
を
持

休
息
用
の
長
椅
子
。「
―
―
ポ
テ
ト
」と
い

う
言
葉
も
。
⑫
今
の
和
歌
山
県
と
三
重
県

南
部
の
旧
国
名
。
紀
州
と
も
。
⑭
戦
い
に

使
う
道
具
。
刀
や
鉄
砲
な
ど
。
⑯
変
わ
っ

た
出
来
事
。
⑱
剣
道
な
ど
で
腰
を
下
ろ
す

基
本
姿
勢
。
⑳
―
―
、
中
火
、弱
火
。
○２２ 
磁

束
密
度
の
単
位
。
現
在
は
テ
ス
ラ
と
も
。

○２４ 
盛
ん
に
燃
え
盛
る
炎
の
色
。「
―
―
の
炎
」。

○２５ 
東
北
の
世
界
自
然
遺
産
。「
―
―
山
地
」。

【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
１
月
　
日
金
必

１３

着
で
、答
え
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
ご
意
見
な

ど
を
明
記
し
て
、
〒
　
 
８
５
５
０
野
田

２７８

市
役
所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係

へ
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
　
名
様
に
、

１０

「
図
書
カ
ー
ド
」と「
走
る
！
ま
め
バ
ス
・

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
キ
ッ
ト
」（
写
真
は
完

成
品
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
正
解
と

―

サ
ル
も
担
ぎ
ま

す
。
④
物
の
価

値
の
度
合
い
。
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 辰
 は
、十
二
支
の
５
番
目
で
、

た
つ

唯
一
想
像
上
の
動
物
で
す
。

　
一
般
的
に
は
 竜
 と
も
呼
ば
れ
、

り
ゅ
う

辞
典
に
は
、「
空
を
飛
ん
で
雲
を

起
こ
し
、
稲
妻
を
放
ち
、
雨
を

呼
ぶ
動
物
」
と

記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
竜
の
伝
説
は
、

各
国
で
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、

中
国
で
は
、 青
 
せ
い

 竜
 と
呼
ば
れ
、

り
ゅ
う

 朱
  雀
 、 玄
  武
 、

す
 
ざ
く
 げ
ん
 
ぶ

 白
虎
 と
と
も
に
方
角
を
守
護
す

び
ゃ
っ
こ

る
四
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、日
本
で
も
、竜
神
や
竜

王
に
雨
乞
い
を
す
る
風
習
が
今

で
も
各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
竜
の
付
く
言
葉
で
は
、「
竜
天

に
登
る
」、「
竜
 吟
 ず
れ
ば
雲
起

ぎ
ん

イラスト＝稲葉多太司さん（清水）

女（人）男（人）計（人）
７２１７８９大正５年
４９２２７６７６８昭和３年
１,０１３１,０２８２,０４１昭和１５年
1,3２71,2３３2,５６０昭和２７年
８４１９５１1,7９２昭和３９年
９８２1,１７０2,１５２昭和５１年
７８０９３１1,7１１昭和６３年
６５６７００1,3５６平成１２年
6,１６３6,３０６12,４6９総　計

■市内の辰年生まれ（１２月１日現在）兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

こ
る
」な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、い

ず
れ
も
英
雄
が
機
を
得
て
活
躍

す
る
と
い
う
意
味
を
含
み
ま
す
。

　
悲
し
い
事
件
が
昨
年
か
ら
続

い
て
い
ま
す
が
、今
年
は
、こ
の

逆
境
を
吹
き
払
う
英
雄
が
現
れ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時から22時まで（ただし16時から19時までは除く）
内科＝９時から16時まで（19時から22時までは急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）
杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）豊泉医院（☎７１２９－３８１３）西村クリニック（☎７１２３－００５０）１日（日）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）石井医院（☎７１２２－２４３４）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）２日（月）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）鈴木医院（☎７１２４－５６８３）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）３日（火）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）山縣医院（☎７１２５－３７４１）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）８日（日）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）岡田小児科医院（☎７１２２－２５１９）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）９日（月）
アイレディースクリニック（☎7137－7661）東葛飾病院（☎７１９６－１１６６）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）１５日（日）
遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）関宿中央医院（☎７１９８－５１０８）須藤整形外科（☎７１２２－１２２１）２２日（日）
杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）青木クリニック（☎７１９８－７８６４）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）２９日（日）

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第１１０７号　平成２４年１月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科・小児科＝１９時から２２時まで（毎日）

▼歯科診療＝９時から正午まで（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２３.１２.１現在）●人口＝１５７,４２７人（－７）　男＝７９,１８５人（－２１）　女＝７８,２４２人（+１４）●世帯数＝６２,７１４世帯（＋４１）　●市の面積＝１０３.５４㎢

穏やかな海でありたいですネ…

 野田のまつり　 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙ののののののののののののののののののののここここここここここここここここここここととととととととととととととととととととばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば～表紙のことば

　
市
内
に
は
、に
ぎ
わ
い
の
あ

る
多
く
の「
ま
つ
り
」が
あ
り
、

昨
年
は
震
災
の
影
響
に
よ
る

自
粛
も
あ
り
ま
し
た
が
、被
災

地
の
復
興
を
願
っ
て
開
催
さ

れ
た
ま
つ
り
も
あ
り
ま
し
た
。

今
号
の
表
紙
で
は
、そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
①
は
、関
宿
台
町
の「
ひ
ま

わ
り
ま
つ
り
」で
す
。②
は
、本

町
通
り
周
辺
を
会
場
と
し
て

練
り
歩
く「
野
田
み
こ
し
パ
レ

ー
ド
」で
、③
は
、昨
年
　
回
60

目
を
迎
え
た
本
町
通
り
周
辺

で
開
催
さ
れ
る「
夏
ま
つ
り
躍

り
七
夕
」で
す
。④
は
、関
宿
ふ

れ
あ
い
広
場
で
開
催
さ
れ
る

「
関
宿
ま
つ
り
」で
す
。⑤
は
、

文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
な
ど

で
開
催
す
る「
産
業
祭
」で
、⑥

は
、関
宿
城
周
辺
を
会
場
と
し

た「
関
宿
城
ま
つ
り
」で
す
。⑦

は
、「
文
化
祭
」で
文
化
会
館

や
欅
の
ホ
ー
ル
な
ど
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
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①①

②②

③③

④④
⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

▼
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
▼
昨
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
次
期
総
合
計
画

策
定
作
業
で
は
、
徹
底
し
た
市

民
参
加
に
よ
る
計
画
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
６
つ
の
分
野
ご

と
に
分
野
別
検
討
組
織
の
メ
ン

バ
ー
全
員
を
公
募
し
ま
し
た
▼

募
集
　
人
の
と
こ
ろ
、
　
人
の

120

154

方
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
よ
り
多
く
の
市
民
の
声

を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

　
人
全
員
を
メ
ン
バ
ー
と
し
、

154分
野
ご
と
に
意
見
を
提
言
と
し

て
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま

す
▼
そ
の
後
は
地
区
別
懇
談
会

や
各
界
別
懇
談
会
の
開
催
な
ど

の
市
民
参
加
の
手
法
も
加
え
、

４
年
後
の
完
成
に
向
け
作
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
　
　（
け
）


